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１ 仕事仲間と秘密の関係








　彼の書類を持つ手から目が離せない。

　骨ばっていて男らしい大きな手。温度も高くいつも熱い。ワイシャツを腕まくりしているから太すぎない逞しい腕に目が釘付けになる。

「……予算オーバーだな」

　低い声に有あり馬ま凛りん花かはハッとして、彼の表情に視線を向ける。

　彼──都つづ築き絢あや斗とが眉間に皺を寄せていた。

　近くで見れば見るほど、端正な顔立ちをしている。高い鼻梁にきりっとした瞳、デスクワークばかりのはずなのに体躯は逞しい。悩ましい表情も色気があるように見え、時間があればいつまでも眺めていられそうだ。黒髪にゆるいパーマをかけているのか、軽薄そうに見えがちだが、そうではないことを凛花はよく知っている。

「どうしても無理かな？」

　時間をかけて出てきた彼の言葉に凛花は心の中で嘆息しつつ、念入りに確認する。資料を見る彼の無言の時間から悪い予感はしていたが、的中してしまった。

「この設計だとさすがに予算内は無理だな」

　はっきりとした回答は清々しい。それだけに、これ以上説得の余地はないとわかる。

「わかりました。お客様にはそうお伝えします」

「よろしくー」

　絢斗はくるりとイスを正面にまわし、ＰＣを操作し始める。彼が忙しいことはよくわかっているので話は手短に、がモットーだ。

　凛花の頭にあるのは次のことだ。どうお客様に説明し、別の提案をするべきか。

「あ、そうだ有馬」

「はい？」

　名前を呼ばれ反射的に振り返る。絢斗は凛花を見て口角を上げる。

「その打合せは俺も同席するから」

「了解」

　凛花は短く言って、彼に背を向けた。




　営業部のデスクに戻り息を吐いて、すぐに資料作成に取りかかる。顧客との打合せは夕方。それまでに代替案を考えなければいけない。顧客から急遽電話で依頼を変更されたこととはいえ、あまりに時間がない。

「凛花、また都築くんとケンカ？」

　隣に座る同僚がいつもの調子で笑っている。

「まさか。話し合いって言ってよ」

　ＰＣ画面に目を向けながら答える。

　さすがに二十九歳にもなって、職場の人とケンカなどしない。絢斗のあの態度はいつものことだし、凛花も彼が相手だから必要以上に気を遣うこともない。

「そうは見えないんだよねぇ」

「遠慮がないからじゃない？」

「そういうことねえ……」

　彼女も忙しいのでそれ以上は食い下がることもなく、仕事を再開していた。

　大手ハウスメーカー『住すみ栄えホーム』の営業として働く凛花は、もともと絢斗のいる設計部志望だった。面接でも必死に熱意を伝えたつもりだったが配属されたのは営業部で、ひどく落胆したのを昨日のことのように思い出す。

　それでもお客様の声と直に関わることができるのだと気づいてからは楽しく、やりがいを感じ始めていた。

　ただ、絢斗の仕事が羨ましいと日々思っている。

　絢斗は設計部のリーダーで、仕事上絡むことも多く、営業部と設計部の間で白熱した話し合いをすることもある。でも、どちらの部署も顧客に喜んでもらいたいという気持ちは一緒だ。限界があるとはいえ、予算内でどこまで希望を叶えてあげられるかが勝負だ。

　今日のところは負けてしまった。




　夕方になると絢斗と共に、顧客の自宅へ向かう。もともと一人で行く予定だったが絢斗が同行してくれると言うので二人で顧客の家にお邪魔した。

　顧客は子育てを終えた中年夫婦で、古くなっている一軒家を建て替えたいという要望だった。その勇気のある決断に、せっかくなら希望をすべて叶えたかった。けれど予算的に厳しいとつい先ほど言われてしまったので、説得するしかない。

「……ですので、現在のご予算内でご要望に応えるのは難しいという結論に至りました。新たにお見積もりを作成することは可能ですが、いかがいたしましょう」

「そうですか……」

　明らかに落胆しているのは見ていて心苦しい。

　今回彼らの要望は、建て替えた際に庭と吹抜けが欲しいということだった。庭を造ることは可能だが、吹抜けに関しては、断熱等の対策も含めると一気に費用が嵩む。

「今の段階で出せるギリギリだしなぁ、しかたないか」

「まあ、そうねえ」

　言葉ではそう言いつつも、二人はやはり納得がいかないみたいだ。

「建て替えではなく、フルリフォームにするという手もございますが……」

　結局代替案は用意できず、どう提案すれば満足してもらえるのか凛花が悩んでいると隣に座っている絢斗がカバンから書類を取り出した。

「代替案として、こういうのはいかがでしょうか。ハーフ吹抜けというものがございまして、二階はそのままに……」

　絢斗は書類やサンプルを見せながら、説明していく。ハーフ吹抜けというものにすれば希望の間取りを確保できるので吹抜けよりは費用が抑えられることに加え、開放感やデザイン性も確保できる。横で見ていて、文句のつけようがない代替案だった。

「それはいいわ！　ね、あなた」

「ああ。予算内でできるならありがたい」

「もちろんです。予算内で満足する家にしましょう」

　ご夫妻はほっとした表情になり、凛花も安心した。

「新しい設計図と間取り図を作成いたしましたのでご確認お願いいたします」

　いつの間に準備していたのか。

　あの短時間で？　凛花は驚きの表情は隠したまま隣に座る絢斗に視線を向ける。それから打合せは順調に進み、無事施工への引き渡しも完了できそうだ。

　ご夫妻はとても満足してくれて、何度もお礼を言われお菓子までもらい、家を出た。

「……ありがとう。都築くんの提案助かった。私の勉強不足だったよ」

「有馬は時間もなかったし仕方ないだろう。設計部としてやれることをやっただけだ。それに、俺も急遽作成したし詳しい要望を聞いてなかったから共有できず申し訳ない」

「忙しいのに打合せまでついてきてくれてありがとね」

　営業部と設計部は揉めることもありつつ、特に絢斗とは『顧客が満足する家を造る』という気持ちが一緒なので仕事仲間として信頼している。こうやって助けてもらうこともままある。

「で、今日は直帰？」

　打合せが無事に終わってほっとした。家に帰って打合せ内容をざっとまとめて来週すっきりとした気分で施工部に引き渡しをする予定だ。

「そうだね。あとは来週でいいかな」

「それなら飲みに行かないか？」

　絢斗の誘いにドキッとする。彼と二人で飲みに行くことは多いが、毎回誘われるたびわずかに動揺する。

　凛花はそれでも、断ったことはない。




　移動したのは小洒落た個室居酒屋。二人がお気に入りとしている店だ。

「お疲れ～」

　お互いビールで乾杯をして、いつものおつまみを注文する。サラダ、焼き鳥、出汁巻き卵、刺身の盛り合わせ。金曜日の夜だから、気にすることなく飲むことができる。

「で、ここのデザインが斬新でさ……」

「ほんとだ。やっぱりデザイナーズマンションはかっこいいね」

「うちも安定志向じゃなくてもう少しデザイン性を押し出してもいいと思うんだけどなあ」

「歴史もあるからね。昔よりは良くなってると思うけど」

「それは俺たちの努力の成果だろ？」

　絢斗はにやりと笑いながら、レモンサワーを流し込む。

　彼は凛花の一つ年上、三十歳でほぼ同期のようなもので、付き合いも入社当初からなので七年ほどの付き合いになる。けれど、飲みに行くことは多くてもいろんな建物や住宅の写真を見ながら盛り上がるばかり。

「でさ、ここ行ってみたいんだよね。このあと行かないか？」

　絢斗はスマホの画面を凛花に見せる。

　煌びやかで、普通ではありえない装飾が飾られた部屋。──明らかにラブホテルだ。飲みに誘われた時からこういう話になることはわかっていた。今まで何度もあったことで、飲みに誘われるイコール、というのが二人の中のなんとなくの流れだった。

　凛花は内心ドキドキしながらも、いつものようにうなずいた。




　ほどほどに飲み、絢斗の行きたいと言っていたラブホテルに着くとまずは内装の確認をする。

「部屋の半分がベッドとか斬新だな」

　あいにく目当ての部屋は満室になっていたので、他の部屋を選んだ。すると部屋の半分以上がベッドになっていて、見たこともない構造になっている。普通の住宅ではありえないような斬新な内装を見るのは楽しい。一人では来られない場所だし貴重な機会を楽しんでいた。

「有馬、先風呂どうぞ」

「ありがとう」

　今日は予定外の泊まりだったけれど、アメニティが充実しているラブホテルなのでここに来る途中のコンビニで必要なものは揃えることができた。

「座る場所がベッドだけってのも大胆だな」

「……ほんとに」

　お風呂から上がって絢斗が入っている間も、凛花はどこに座っていればいいのかわからずベッドの上でくつろいでいた。お風呂上り、髪を乾かしきれていないまま絢斗は隣に座る。お風呂上がりの彼はいつも以上に色気がある。

　お互いなんとなくそういう雰囲気になり見つめ合う。慣れているし、わかっていた行為だけれど、鼓動は高鳴る。

「ん……」

　キスをしながらベッドに押し倒された。ホテルに備え付けてあった寝間着を当然のように脱がされ、ブラジャーのホックも外される。鮮やかな手つきにはいつも感心させられる。

　キスも気持ちがよくて、凛花はすぐに翻弄されていた。

　本当は、打合せの前からそんな気分だったのかもしれない。気づいていなかっただけで、凛花はいつも自分の身体にふれる彼の手をじっと見つめていた。

　絢斗の手はどうしてこんなに気持ちいいのかと不思議でしょうがない。熱い手が凛花の身体を這いまわる。

「あ、んっ……！」

　何度も身体を重ねてきたからか、絢斗は凛花の感じる部分をよく理解している。乳房を優しく揉み先端を指で弾く。片側の乳首は熱い舌が這い、濡れた音を立てて舐る。硬くなった乳首を吸い上げられ、腰が跳ねた。

「ん、んぁっ、……都築、くん……っ」

「ん？　こっち？」

　乳首から手を離すと、その手は凛花の太腿の内側を撫でる。そのまま柔毛をかきわけ、指先からゆっくり中へ入ってくる。

「ああぁっ！」

　太い指が入ってきただけで凛花は甘く高い声を上げた。凛花のナカを探るように二本の指が蠢き、出し入れを繰り返す。

「あっ、んあっ！」

　何度も重ねた行為のうえでやはり絢斗は的確に凛花の感じる場所をこすり上げる。まるで彼のモノが入っている時のように激しく行き来する指は気持ちがいいのに、物足りなさを感じる。

「も、もう……」

　凛花は涙声で訴える。

「欲しい？」

　挑発的に微笑まれて凛花は素直に頷く。絢斗に熱を灯され、身体は彼を求めて止まらない。

「いいよ。じゃあ……」

　絢斗はどこからか避妊具を取り出し、反り立つ自らの熱に被せる。凛花の脚を大きく開き蜜口に先端を押し付ける。硬くなっている絢斗の怒張を感じるだけで蜜が溢れくちゅりと音を立てる。

「……あ……」

　内側を広げていく熱。太くて硬いものがナカを埋め尽くしていく。彼が入ってくる喜びで、蜜口がきゅっと絞れる。

「ん……っ、ああ……」

　すべてを収めきると、絢斗は凛花の顔を眺め腰を止めた。

「ハ……大丈夫か？」

「うん……」

　汗ばんだ凛花の頬を、絢斗の手が撫でる。熱く見つめ合い、自然と唇が重なる。キスをしながら絢斗はゆるゆると腰を揺さぶり始める。

「ん、ぅん」

「は、……気持ちいい」

　絢斗は熱い息を吐きながら呟く。律動は徐々に激しくなり、凛花の中を突き上げる。

「んあっ、あっ、あ」

　彼が動くたびに甘い声を上げ、凛花は快楽に溺れていく。

　さらなる刺激を求めて腰が勝手に揺れ、すると彼の亀頭が意図していない奥を突き、身が震える。

「あ、私も、気持ちい……っ」

　凛花は腰をそらしながら甘く叫びながら高みへ昇っていく。

　セックスをしていて、欲望のまま素直に口に出せるのは、彼との関係性のおかげだ。




　──きっかけは、一年ほど前の懇親会という名の飲み会だった。

　お互い建築物、特に家が好きで、最初はその話で盛り上がっただけだった。けれど酔った勢いでラブホの内装の話になり、行ってみようということになった。酔いが冷め始めた頃にはお互いなんとなく意識をして、身体を重ねていた。相手が同僚だという罪悪感や背徳感に襲われる中、強い快感に身を震わせた。

　翌朝、恋人になるか話し合った結果、二人とも今は仕事が楽しく、特定の恋人はいらないという話になった。でも思いのほかラブホ探索が楽しくてことあるごとに二人で飲みに行き、そのままラブホコースが定番になっていた。

　つまり都合の良い、割り切った関係というやつだ。

　だからこそ快楽だけを考えて彼を求めていた。




「……有馬、もう一回」

　一度目の絶頂を迎えたあとも絢斗は凛花を求め、凛花も彼を求める。

「……うん」

　指を絡めベッドに縫い付けられる。ちゅ、と音の立つキスをしながら高めていく。

「どういう体勢がいい？」

「……後ろからがいい」

「それ好きだね」

　彼は満足そうに微笑み、凛花の身体を反転させる。お尻を持ち上げ、後ろから熱くて硬い剛直が入り口を撫でる。

「あ……っ」

　焦らすように入り口ばかりを撫でてナカに入ってこない熱棒に、自然と腰が揺れる。はやく欲しいと身体が勝手に動いてしまう。

「やらしいなあ有馬は」

　絢斗のうれしそうな声が後ろから聞こえてくる。絢斗とこういう関係になってから、凛花はベッドの上では正直だ。

「ん、んっ、だって……ああっ！」

　待ちかねていた熱が一気に奥まで貫いて、凛花は腰をそらした。ベッドに手をついてシーツをぎゅっと握る。

「……可愛いよ」

「……え？　あ、んっ、んん！」

　後ろから激しく突きあげる絢斗の揺さぶりに、凛花は気にかかった言葉が頭から抜け落ちてしまう。

　ぱちゅぱちゅと濡れた音と肌がぶつかる音が定期的に響き、先ほど以上に獰猛な動きで凛花を深く攻め立てる。

「あ、あっ、またきちゃう……っ」

　凛花は白いベッドの上で乱れる。

　後ろから激しく穿たれ、絢斗の手が揺れている乳房を包む。先端を指先でコロコロと転がされ、甘い刺激が凛花を襲う。達したばかりなのにもう熱がせり上がり、限界が近い。

「俺も、イきそうだ……」

　荒い呼吸の中、絢斗の甘い声が耳をくすぐる。




　それからも、二人が疲れ果てるまで何度も何度も身体を重ねた。







２ したくなかった再会








「展示場ですか？」

「ああ。設計部からも何人か参加する予定だから、都築くんと打合せしてもらえるか」

「わかりました」

　営業部長に頭を下げ、受け取った資料を持ってその足で設計部へ向かう。

　週明け、無事大きな仕事が一段落ついたと思ったら今度は来週の住宅展示場に出展することになったらしく、営業部からは凛花も担当者として加わることになった。

　ハウスメーカーの営業部としてはさらに大きな仕事を獲得するチャンスで、息つく暇もない。もうほぼ毎日設計部に顔を出している気がする。

　設計部へ向かっている途中に男性二人がこちらへ向かってくるのが見えた。すぐに絢斗だとわかる。

「お疲れ」

「お疲れさま。今そっちに行くところで……って」

　絢斗の隣にいる男性に視線を向けた凛花は目を見開く。隣の男を見ていることに気づいた絢斗は紹介してくれた。

「こちら、設計部に新しく配属された上うえ原はら慶けいさん」

「……嘘……」

　凛花は目を見開いたまま、呟く。

「こちら、営業部の有馬──」

「もしかして、凛花か？」

　絢斗の声に被せるように、慶の声が響いた。

「ん？　知り合い？」

「知り合いもなにも、元カノ」

「ちょっと先輩……！」

「あれ？　言っちゃまずかった？」

　慶はおどけるが、もう遅い。

「別に都築くんだけならいいですけど……」

　他の社員にまで言いふらされたら仕事がしづらい。何年経っても彼は変わってないのだと今の会話だけでわかった。

　上原慶は、凛花が通っていた大学の建築学部の先輩だ。

　彼の設計やデザインが好きで尊敬していて、当時は盲目的に憧れていた。だから付き合えた時は本当にうれしかった。いわゆる初めての彼氏だ。けれど慶は大学時代からモテていて、さらにはその軽い性格から傷つくことも多かった。結局彼の浮気が続き耐えられなくて別れたのだが、まさか再会するとは思っていなかった。

「……へえ、二人付き合ってたんだ」

　絢斗の妖しい視線にドキッとして、目をそらした。

「すみません都築さん。これは極秘ってことで」

　慶はおどけて笑う。たかが元カノだと思っているのだろう。気にしている様子もない。

「……はいはい。で、今から営業部に挨拶に行くところだったんだ。有馬は？」

「私は住宅展示場の件で都築くんと話そうと思って」

「そうか。わかった。会議予約しておいてくれたら参加するから」

「了解。会議室予約しとく」

　設計部への用事がなくなってしまったので、凛花も彼らと一緒に営業部へ戻ることになった。なんとなく気まずい気持ちがあり、彼らの後ろを歩いていると慶が凛花を振り返った。

「凛花」

　昔のような笑顔で名前を呼ばれ、動揺してしまった。昔の記憶がよみがえる。良い思い出も、悪い思い出も。

「……先輩、もう名前で呼ばないでください」

　付き合っていた関係という以前に大学の先輩後輩の仲ではあったが、今は会社の同僚。必要以上に親しい関係だと思われたくはない。

「……わかったよ。なあ、今日飲みに行かない？」

　背が高いのに威圧感のない態度、明るい笑顔は昔のままだ。大学時代よりも大人の色気というものが見えて、悔しいくらいだ。

「久しぶりの再会にさ、飲もうよ」

「……うーん」

　建築学部の人との再会はうれしいし聞きたい話もあるけれど、凛花は迷っていた。嫌な別れ方をしたのであまり良い思い出ではない。それに慶は軽薄だ。彼女でもない女子の肩を簡単に抱くような人。それを思い出してはなんとなく警戒する。

「前のハウスメーカーでの話とか話したいしさ」

「え、ハウスメーカーにいたんですか？」

　慶の言葉に凛花はぐっと引き寄せられる。それはすごく魅力的な話だ。凛花は新卒で今の会社に入社したので、他会社のことはよくわからない。興味があるに決まっている。でも、慶と二人で食事は……と葛藤していた。

「俺も聞きたい。俺も行っていいですか？」

　返事をする前に、絢斗が間に入ってくる。慶は一瞬だけ考えるそぶりを見せたが、すぐにニコッと微笑む。

「もちろんどうぞ。凛花……有馬さんもいればね」

「……わかった。行きます」

　絢斗が一緒にいてくれれば変なことにはならないだろう。凛花は絢斗を信用しているので、仕方なく頷いた。

　その後営業部では慶の紹介があった。

　かっこいいじゃん、という同僚の声に複雑な気持ちで、曖昧に返事をしながら会議の予約を入れた。




　午後イチの打合せは、絢斗と二人きりだった。

「担当は上原さんになった」

　開口一番、絢斗が深刻な顔で報告する。

「俺も行くけど、あくまでサポートとして。契約等あったら上原さんに担当してもらうって部長が」

「……そっか。入社したばかりで凄いね」

「ああ。前職での実績を買ってるんだろうな」

　営業担当は凛花なので、さっそく慶と組むことになる。今まで通り絢斗と組むほうが仕事がしやすいというのもあるが、仕事なのだから担当者を選ぶ権利などない。わかっていても相手が慶だというだけで複雑な気持ちになる。

「この会議は一応まだ俺だけでいいかなって思って上原さんは参加にしなかったけど、展示場前日の打合せは参加してもらう予定」

「了解です」

　普段は軽薄だけど、仕事は適当ではないと思いたい。昔の慶は建築に熱かったので、その部分だけは変わっていないでほしいと願う。

「……有馬、大丈夫か？」

「何が？」

「上原さんと、なんか複雑そうだから」

　絢斗が心配そうに凛花を窺う。

「大丈夫だよ。本当にただの元カレなだけだから」

「……そっか。それならいいんだけど飲みも嫌そうだったからさ」

「まあ、あんまり良い別れ方じゃなかったからね。二人きりはちょっとなって思ってたから都築くんが来てくれて助かった。ありがとう」

「それならいいけどさ」

「それより展示場の話。注文住宅の契約を取ることがメインだって、聞いた？」

　心配してくれているのはありがたいが、絢斗と恋愛の話をするのは気恥ずかしい。仕事に恋愛は持ち込みたくないので、凛花は無理やり軌道修正をする。

「ああ。取りたいな、契約」

　目を合わせてうなずき合う。

　その後は住宅展示場に向けての真剣な話し合いに切り替わった。営業部からは凛花を含む数名、設計部からも数名参加する。凛花と慶、サポートで絢斗がチームとして動くことになっていた。なんとなく不安はあった。けれど、設計部に配属になったということは会社が慶の経歴や実績を買ったということなので、仕事ぶりは楽しみでもある。なんせ凛花は、彼の建築デザインに惚れこんでいたのだから。







「お疲れさまでーす」

　三つのジョッキが軽くぶつかり合う。

　約束していた夜は、絢斗が居酒屋を予約してくれていた。二人でいつも行くところとは違うお店だった。

「凛花は大学の時すごい勉強家で可愛かったよなー」

「ちょ、ちょっと先輩……！」

　乾杯早々、慶は凛花との話ばかりする。二人きりならまだしも同じ会社の人がいる前で昔の話ばかりはやめてほしい。

「もう同僚なんだから名前で呼んでよ」

「……上原さんですね」

「なんか距離遠くなったなー……まあ俺が後輩だししかたないか」

　慶と絢斗はビール。凛花はレモンサワーを飲み、適当なおつまみを注文した。凛花と絢斗の関係を怪しまれないように、お酒は控えめにするつもりだ。

「で、凛花はいつも図書館にいてさ、建築関係の本を読み漁ってるんだよ」

「二人は学年違いますよね。どうして付き合い始めたんですか？」

　絢斗にとっては興味がない話だろうに、なぜか話を広げてしまう。

「図書館で見かけて高いところにある本を取ってあげたのがきっかけかな。それから同じ学部だって知って、凛花のほうが懐いてきた感じかな」

「……よく覚えてますね先輩」

「もちろん。凛花のことはよく覚えてるよ」

　うさんくさい笑顔。でもこの笑顔に騙された女子はたくさんいた。凛花もその一人で、夢中になっていた。もともとは彼の建築デザインが好きで尊敬していた存在だったはずが、手のひらの上で転がされるようにあっさり恋に落ちた。あの頃は若すぎて何もわかっていなかった。

「……有馬のほうからだったんだ？」

「え!?　上原さんのデザインが好きだったから憧れてはいたかな？」

　なんとなく話を逸らす。実際、慶のデザインに惚れこんでいたのも事実だ。

「それは上原さんの仕事が楽しみですね」

　絢斗が爽やかに微笑む。慶とは違ってうさんくささが無い。

「都築先輩、お手柔らかにお願いしますよ」

　絢斗は声を上げて笑う。慶のほうが年上なのでやりづらい部分はありそうだ。

「で、俺たちなんで別れたんだっけ」

　昔話が終わったと思いきや、慶はしつこく話題を続ける。

「……そこは覚えてないんですね」

　傷つけたほうは覚えていないものか。きれいな思い出しか覚えていない彼にさらに幻滅する。だんだん帰りたくなってくる。前職の話を聞こうとしてもすぐに話をすり替えられるし、これでは付き合ってくれた絢斗にも悪い。

「あーなんか食べたいな。二人はなんか追加いります？」

　イライラし始めた頃、絢斗が明るい声でメニューを差し出してくれる。

「俺は大丈夫です」

「有馬は？　甘いものもあるぞ」

「……私は、出汁巻き卵がいいな」

「いいね。それとたこわさ頼むわ。有馬好きだろ？」

「……ありがとう」

　彼はすぐに店員を呼び、注文してくれた。絢斗が居てくれるおかげで空気が一新されるようだ。

「上原さんは前職ではどういう仕事を？」

「設計ですよ。いろんな家を担当しましたね」

「なんで辞めたんですか？　差支えなければ」

　絢斗はやけに深堀りしていく。

「まあ……限界があったというか、スキルアップというかそんなもんです」

「なるほど」

　今度は慶の端切れが悪くなる。あんまり聞かれたくない話題らしい。

「凛花……有馬さんと都築さんは仲良いんですね」

「えっ」

　思わず驚きの声が漏れた。

「有馬が入社当初からの仲間ですからね。年も近いんで」

　絢斗がさらりと答える。動揺してしまった自分が恥ずかしい。

「なるほどねえ」

　慶が怪しげな瞳で凛花を見る。今のやり取りで二人の関係がバレるわけはないと思いつつも内心ビクビクしていた。慶は女性経験も豊富だし見透かしているようで怖い。

「すみません、ちょっと失礼」

　そんな時に絢斗がお手洗いのため席を立ってしまい、慶と二人きりになってしまう。

「いってらっしゃーい」

　慶はご機嫌で絢斗に手を振る。凛花は慶からの視線から逃げるようにお酒をちびちびと飲み続けた。

「なあ、今度凛花ん家行っていい？」

「は？」

　慶の発言に眉を顰める。

「いいじゃん。まだあそこ住んでんの？」

「まさか。とっくに引っ越しましたよ」

　大学生時代一人暮らしをしていた小さなワンルームのアパートはさすがに就職して数年後に今のところに引っ越している。前に住んでいたアパートには慶は何度か来たことがあった。

「どこ？」

「教えません」

「なんで」

「なんでもです」

　慶を家に招く理由がない。友だちとも違うし、まだ信頼できる仕事仲間ともいえない。となると凛花にとっては『良い別れ方をしなかった元カレ』という立ち位置でしかなく、そんな人を家に招くことは考えられない。

「冷たいなあ、元カレなのに」

「振ったのは先輩ですよ」

「そうだっけ？　なあ、今はあの人と付き合ってんの？」

「あの人？」

「都築さん」

「っ！　そんなわけないですよ！」

　絢斗の名前を聞いて、顔がカッと熱くなる。やっぱり二人の秘密の関係に何かしら勘づいているみたいだ。今まで同僚に聞かれたこともなかったので、反応に困る。

「わかりやすいなぁ」

「違いますから。本当に！」

「顔真っ赤だって」

　慶は凛花を見て声を上げて笑う。完全に誤解している。どう否定すれば慶は納得してくれるのか。

　このタイミングで絢斗がテーブルに戻ってくる。不審がちに凛花と慶を交互に見る。

「……あれ、なんかあった？」

「なんでもないです。気にしないで」

　慶が笑いを堪えつつ絢斗に答える。余計なことを言うなよ、と絢斗に見えないように慶を睨んだ。

「有馬酔った？　顔赤いけど」

「……う、ううん、大丈夫」

　慶を警戒して、お酒も一杯しか飲んでいない。慶との会話で動揺しているだけだ。

「もういい時間だし、そろそろお開きにしますか」

　絢斗の言葉に時計を見ると、開始から二時間は経過していた。結局慶の話は凛花のことばかりで、前職の話もほとんど聞くことはできなかった。この調子では、聞き出すことはできなそうだし、余計な話を広げるだけだ。

「賛成。そろそろ帰ろうか。明日も仕事だし」

　凛花はすぐに絢斗の話に乗った。

「ほんと。まだ月曜だし」

　凛花たちが帰り支度をし始めるなか、慶は明らかにテンションが下がっていた。

「なんだ～。じゃあまた金曜にでも飲みましょうね！」

「次は他の設計部メンバーも呼びますよ」

「……そっちかあ。男ばっかりだからなぁ」

　設計部は、昔は女性も在籍していたが、今は全員が男性。女好きの慶からしたら苦痛なのだろう。

「そりゃそうでしょう。男同士親交を深めましょうよ」

「……そうですねえ」

　絢斗の提案にも彼はわかりやすく嫌そうな顔をしている。結局慶は女好きのまま変わってないのだと閉口した。




「俺こっちだから。じゃあまた会社で～」

「お疲れさまでした」

　慶が背を向け、駅へ消えていく。彼が見えなくなって凛花はほっと息を吐いた。帰り際に何度も誘われそうになったが間に絢斗がいてくれたからか無理やり連れて行かれることはなく、早々に諦めてくれた。でも、ひどく疲れてしまった。絢斗のおかげでなんとか乗り越えることはできたが、もうあまり一緒に飲みたくはない。

「今日は本当にありがとう、今度お礼する。……じゃあ私はタクシーで帰るね」

　絢斗とは電車が一緒だが、先ほどの動揺を引きずっていて絢斗と一緒にいるのがなんとなく気まずい。何があったのか聞かれたくもないので逃げるように絢斗に手を振った。

「ちょっと待て」

「えっ」

　ところが絢斗に手首を掴まれ、そのまま駅とは反対の方向へ歩き始める。

「こっち行こうか」

「どうしたの？　私タクシーで帰ろうと思ってるんだけど……」

「……したくなった」

　絢斗の発言にドキッとする。口調や態度からどことなく怒っているような雰囲気があっただけに動揺した。

「でも、もう遅いし、月曜だよ？」

「じゃあ有馬の家は？　泊めてよ」

　そんなことを言うのは初めてで、凛花は驚いていた。

「そういう問題じゃなくて」

　金曜日もさんざんしたばかりなのに。

　それに、今までは月に一回とかその程度だった。こんなに急な誘いは初めてのことだ。家に来ると言い出すこともなかったし、そこはお互い一線を引いていた。なのに急に何があったのだろう。

「無理。我慢できない。もう入るよ」

「ええっ！」

　手を引かれるままホテル街へ入り、ラグジュアリー感の強いラブホテルに入る。見た目は高級ホテルのようで魅力的な建物だった。

「ここに来たかったの？」

「いや。たまたま」

「……そっか。でもすごい綺麗なところだね」

　いつもなら気になる内装のラブホテルを選んで入る。ある意味お約束の口実すらも今日はなかった。

「でも泊まれないからね、明日も仕事なんだから」

「わかってるよ。タクシーで送るから」

「それは別にいいけど……」

「ここだって」

　絢斗が鍵を開けて部屋に入る。凛花もあとについて中へ入ると、ラグジュアリーな空間に目を見張った。

「うわ、中も綺麗……」

　ラブホテルというよりも高級ホテル。広々としているのはもちろん、ベッドも大きいし、大きなテレビに、ソファなどくつろぐスペースもゆったりしている。はやくバスルームが見たくてうずうずしてくる。

「ここすごいね」

　振り返った絢斗の目を見て凛花はドキッとする。もう彼のスイッチは入っている。

「ンンっ……！」

　いきなり腰を引き寄せられて、唇を塞がれる。最初から激しいキスに凛花は動揺していた。いつもよりも余裕がなく激しい口づけに凛花は驚かされてばかりだ。

「ん……どうしたの都築くん……？　何かあった？」

　さすがに絢斗の様子がいつもと違いすぎて、彼の胸を押し返した。顔を覗き込み窺う。めずらしく不機嫌そうな顔をしている。

「何かあったのは有馬のほうだろ」

「え？」

「俺が席立ってる間、上原さんとどういう話したんだ？」

　二人きりになったらあの時のことを聞かれるかもしれない。そう思っていたからさっさと帰ろうと思っていたのに。

「……家に行っていいとかそういうこと」

「それだけ？　そんな風には見えなかったけど」

　少し迷ったあと、凛花は頷いた。その後の会話は絢斗には話せない。あれだけ動揺してしまったことを知られるのはなんとなく嫌だ。

「それだけだよ」

「……そう。で、いつ家に連れ込む予定？」

　絢斗にしては棘のある言い方。

「まさかそんなことしないよ。私が困ってたのわかったでしょう？」

「でも元カレと話してあんなに顔真っ赤にしてたじゃん」

「それは……」

　絢斗のことを聞かれたから、とは言いづらい。どちらにしても顔を赤くする理由がないのだから。

「俺以外とはしないよな？」

　絢斗がそんなことを言い出すなんて、二人きりになってから驚くことばかりだ。ラフな関係でいようと二人の中で決めていたのにまるで恋人のようだ。不健全な関係だとしてもルールはあるということなのか。

「……しないよ」

　もともとそこまで器用ではない。気の合う男性だって絢斗くらいだし、仕事が楽しいのと忙しいので絢斗がレアケースだっただけで複数人とこんな関係ができるような女ではない。

「それならいい。俺も有馬だけだし」

　ずっと不機嫌そうだった絢斗がようやく笑った。

（都築くんも、私だけなんだ……）

　彼にとってもこういうことをする相手は自分だけなのだと聞かされ、優越感が胸の中に広がりうれしくなった。たとえ恋愛関係になかったとしても複数人相手にされていたら複雑だ。

「よし、シャワー入るか」

「私も？」

「時間ないし、一緒に入るのが効率いい」

　手を引かれ脱衣所へ一緒に入ると、絢斗は凛花の服を勝手に脱がし始める。

「ちょっと！　自分で脱げるからっ」

「いいからいいから」

　今まで一緒にお風呂に入ったことはあるが、緊張しないわけでもない。

「ほら、はやく」

　絢斗は服を脱ぎ、バスルームへ入る。服を脱がされ下着姿になった凛花はため息を吐きつつ下着を脱いでいく。

「……もう」

　いつになく強引だ。

　タオルで身体を隠し中へ入ると、豪華なバスルームに目を見張る。部屋からわかるように豪華だろうなと思っていたけれど想像以上だ。丸く大きなバスタブにはジャグジーもついているしラブホらしく謎のムーディーなライトもついている。シャンプーやトリートメントなど種類も豊富だし、シャワーヘッドが有名なブランド品。こんなことなら一人でゆっくり入りたかったが、絢斗がいる限りはゆっくりできない。

　シャワーを浴びながら背後から抱きしめられた。汗を流すよりもこれが目的だったみたいに、最初から絢斗は凛花の身体をまさぐっている。後ろから回された手は凛花の柔らかな胸を揉みまわし、先端を指で撫でている。

「あ、んっ」

　ツンと立った乳首を指で摘まみ、コリコリと動かすと高い声がバスルームに響いた。

「もう甘い声出てる」

「だって……」

　絢斗の指が的確だから。凛花は今ではもう、彼の手にふれられるだけで強く感じてしまう自覚があった。

「あ、あっ、都築くん……っ」

「何？」

　乳首ばかりさわられて、もどかしい。凛花は太腿を擦り合わせてさらなる刺激を待っていた。でも今日の絢斗はいつもと違う。

「何してほしいか言わなきゃわかんないよ」

　絢斗は凛花がしてほしいことを察して否応なく快感を与えてくるのに、今日は少し意地悪だ。振り返ると絢斗が熱のこもった視線で凛花を見ていて、そんな表情もぞくぞくした。

「……下も、さわって……」

　か細い声で伝えるが、絢斗は耳元で「だめ」と囁いた。

「その前に……俺の舐めて」

　絢斗の有無を言わさない強い口調に喉がごくりと鳴る。

　凛花は床に膝をつき、反り返っている絢斗の熱棒に手を添える。太いものを上下に扱きながら先端に舌を這わせた。

「ん……」

　絢斗の声がわずかに漏れる。

　自分の身体をさわっていただけでこれほど強く反応している屹立に高揚していた。根本を手で扱きながら、蜜が滴る先端を舐め続けた。

「気持ちいいよ、有馬……」

　絢斗が熱い息を吐く。

　気分を良くした凛花は大きく口を開き、彼の怒張を口の中へ招き入れた。大きくて顎が少しつらいけれど、それよりも絢斗に気持ちよくなってほしいという気持ちのほうが強い。

「んっ、ん、ぅむ」

　頭を前後に動かして、歯を立てないように奥のほうまで飲み込んでいく。

「く……ぁ、腰、揺れてる。ほしいんだ？」

　絢斗は荒い呼吸を吐きながら凛花の頭を愛おしげに撫でる。

「ん……んんぅ……欲しい……」

　絢斗となら、恥ずかしいことも欲深いことも口にすることができる。彼が嫌がらないとわかっているから曝け出すことができた。

「可愛いな、有馬は」

　頭を撫でる手が優しく凛花の髪をかき混ぜる。うれしくてさらに激しく根本から吸い上げると、彼の腰がびくりと揺れた。

「ハ、ぁ……やば、もう出そ……」

　見上げると絢斗は熱い眼差しで凛花を見つめていた。凛花の身体ももうスイッチが入っていて熱が溜まっていく。

「口、離して」

「ん、ぅ……んん」

　凛花は彼の熱を口に含んだまま離さない。それどころか、彼がさらに気持ちよくなるように口淫を激しくする。いつもと違う絢斗にあてられてしまったのかもしれない。意地悪した仕返しをしていた。

「ちょ、おい、有馬？」

　動揺している絢斗の声が頭上から聞こえてくる。それでも凛花は口を離さなかった。口の中で達してほしいという思いが込み上げてきていた。彼にお願いされない限りはしない行為で、自分でも驚いていた。

「待てって、いくから、もう」

「んんっ、む、ぅ」

　絢斗の声や息遣いに余裕がなくなっていく。凛花の頭を撫でる彼の手も止まり、ただ快楽に身を任せているようだった。

「いく、う、ぁ……っ」

「んんっ！」

　咥内に勢いよく絢斗の欲望が放たれる。すべて受け入れるつもりだったけれど、口の中いっぱいに広がりすぎてつい口を離してしまった。すると、飲み込みきれなかった白濁とした液体が口の端からこぼれ、手で受け止めた。

　達したばかりの絢斗はしゃがみこみ、凛花の顎に手を当て、小さくキスをした。熱い眼差しと見つめ合う。

「……えろすぎだろ」

　絢斗の指先が、凛花の口元や顔についていた白い液体を拭ってくれた。絢斗は少し気まずそうにしている。

「離せって言ったのにどうして離さなかったんだよ」

「……都築くんに気持ちよくなってもらおうと思って」

「……そうか。ありがとな」

　しゃがんだまま見つめ合い、再びキスが落とされる。

「ん」

　ふれるだけのキスをすると絢斗は立ちあがり、凛花に手を差し伸べる。

「立てるか？　お礼……いや、仕返しはベッドでするよ」

　絢斗の発情した顔に鼓動が高鳴った。







「ひゃあっ！」

　宣言通り凛花をベッドに押し倒すと、絢斗は凛花の脚を大きく広げた。あまりの性急さに戸惑っている余裕もなく、絢斗が凛花の秘部に顔を埋めた。柔毛をかきわけ、秘部を開き内側に舌を這わせる。

「ああっ！」

　さんざん我慢させられたその場所は、絢斗の舌がふれるだけで身体がビクビクと反応する。

「すっげえ濡れてて熱い……ン」

「や、待って、急すぎ……っ」

　いきなり与えられる強い快感に凛花の頭も身体もついていかない。

「仕返しだって言っただろ」

　絢斗が声を出すたびに熱い吐息が秘部にかかる。

　舐られながら蜜口を絢斗の指が撫で、そのままナカへと入ってくる。ぬかるんだ隘路を進み奥まで進む。

「んんぅ……あぁっ」

　二本の指が凛花の内壁を擦りながら出し入れする。絢斗のモノほど太くはないけれどようやくおとずれたナカへの刺激に、身体全体が喜びで震えている。我慢をさせられただけに今まで以上の快感があった。気を抜けばすぐに達してしまいそうだ。

「や、ぁ、激し、い……あっ！」

「ン……有馬のココ、うまい」

　じゅる、と音を立てながら秘部を吸い上げられる。彼のモノを舐めている時から滴っていた蜜は、秘部を舐ねぶられることでさらに溢れてとまらなくなる。

　絢斗の舌が花芯を舐めた。ぷくりとした突起を唇で食む。痺れるような刺激が凛花を襲った。

「あ、んっ、あぁっ！」

　ナカを激しくかき混ぜながら花芯を弄られれば限界を感じる。

「や、やめて、もうだめっ」

「……やめない……んッ」

　先ほどの仕返しだというように絢斗は口を離そうとしない。それどころかさらに激しく凛花を攻め立てる。真っ赤に膨れ上がった花芯は敏感で、絢斗の唇が吸い付くと必死に繋ぎとめていた理性がパチンと弾ける。

「あ、だめぇっ！」

「いいよ。いく声聞かせて」

　絢斗が花芯に歯を立てると、凛花はひゅっと息を吸った。目の奥が光る。

「ああっ、んん──っ！」

　凛花は身体をびくびくと震わせ、絶頂を迎えていた。

「はぁ……あ……」

　大きな波に息が乱れ、鼓動が騒がしい。ようやく刺激から解放されても、余韻でしばらく身体が震えていた。

「……はぁ……タオル持ってくる」

　くたりとしている凛花を寝かせたまま絢斗はバスルームに行き、温かい濡れタオルを持ってきてくれた。凛花の身体を丁寧に拭ってくれる。

「もう一回一緒に風呂入ってから帰るか」

「ん……」

　しばらくベッドに横たわり余韻に浸っていた。絢斗はこのまま求めてくるかと思っていたが、一緒に横たわり凛花を抱きしめたまま動かなかった。




　約一時間後、先ほどとは打って変わってゆっくり二人で湯船に浸かっている。

　バスタブの中で後ろから抱きしめられているが、手はいつものように凛花の身体をまさぐったりはしない。それどころか、今日は最後までもしていない。一度絶頂を迎えはしたが、まだ物足りなさは身体に残っていた。

　何事もなくお風呂からあがり、髪を乾かしてもらって普通に服を着る。呆気にとられるほど普通だ。

「準備できたか？　タクシー呼んどく」

「……もう帰るの？」

　あまりに何も起こらないので寂しい気持ちが湧き上がり、凛花のほうから訊いてしまうくらいだった。絢斗はすぐに凛花の質問の意図に気づき、にやりと笑った。

「今日はお預け。月曜だしな」

　月曜日なのにホテルに連れてきたのは絢斗のほうだ。強引に連れてきておいて、凛花の身体に熱を灯したまま放置なんて、彼らしくもない。

「もしかしてしたかった？」

　確認するまでもなく彼なら気づいているはずだ。

「……っ、連れてきたのは都築くんでしょう？」

「悪かったって。余韻残したほうが俺のこと忘れられなくなるだろ？」

「え？」

　絢斗がさらりと言う。

「冗談だよ。行くぞ」

「う、うん」

　凛花が言葉の意味を問う前に、絢斗は笑った。

　ホテルを出るとタクシーが待ってくれていた。一緒に乗り、凛花の家を経由して帰ることになった。

「じゃあな、おやすみ」

「……おやすみ」

　タクシーを見送り、家に入る。

　時間は深夜一時。最初はどうなることかと思ったけれど、明日の仕事にも支障がない程度の帰宅になった。

　今日の衝動はいったいなんだったのか。

　身体の熱は中途半端で、意地悪が継続されている気分だった。







３ 見え隠れする感情








　営業として気合いの入る住宅展示場当日。

　振替で休みはとるが、土曜日にわざわざ参加するのならなんとしてでも契約を取り付けたい。大規模な住宅展示場には様々なハウスメーカーが参加しており、ライバルだらけの中でどう顧客を獲得するかが勝負だ。

「よろしければご案内いたします」

「あ、見るだけなんで大丈夫です～」

「ではパンフレットだけお渡しさせていただきますね」

「どうも～」

　展示を見に来る人は多いが、真剣度は低い人ばかりだ。ショッピングモールが近いせいもあって、気楽に寄る人が多い印象だ。そういう人には無理に説明を始めると嫌悪感を持たれる可能性もあるので、パンフレットだけ受け取ってもらうようにしている。

　一緒に参加している絢斗と慶は本業ではないので、各設備の説明や営業サポート、客寄せに回ってくれるようになっている。

　開場から二時間が経過したが、まだ契約はゼロ。せっかくのチャンスなのに厳しい状況だ。せめて、今日契約が決まらなくても後日に繋がるように今よりも積極的に提案したほうがいいのかもしれない。

　そう思ったのもつかの間、子ども連れの若いご夫妻が小声で話しながら内装を見ているのが目に入った。物静かなご夫妻の周りを元気な男の子二人が走り回っている。

「よろしければご案内いたします」

「あ―……、とりあえず大丈夫です」

　彼らも消極的な印象だった。なのでパンフレットだけ渡し、様子を見ることにした。今日はまだ一件も契約できていない。展示場には大手ハウスメーカーも多いので決めかねている人も多そうだ。積極的にいきたい気持ちはあるが強引な営業は嫌われるので、焦らずアプローチしていくしかない。

　他のお客様に設備説明をしつつ見て回っていると、先ほどのご家族におずおずと声をかけられた。

「あの、すみません」

「はい！」

「家族が増えたので新築で一軒家を建てようと思っていて……」

「それはおめでとうございます。契約等気にせずご説明だけでもさせていただければと思いますが、いかがでしょうか」

「そうですね……ちょっとお話聞きたいです」

「ええ、ぜひ！」

　前向きになってくれてよかったとさっそくテーブルへ案内しようとした時、二人のお子さんが声を上げた。

「ママ～！　つまんない帰るー!!」

「ちょっと待ってね」

「ママぁ……眠い……」

　男の子二人は各々自由で、子どもが二人いると大変そうだ。真面目そうな旦那様が抱っこしようとするも男の子は暴れて嫌がってしまう。

「もう……じゃあ帰ろうか。すみません、またの機会にします」

　困った顔をした奥さんは子どもを抱きかかえ、もう一人の男の子の手を取り凛花に会釈をする。せっかく前向きになってくれたのにもったいない。しかし、契約を取りたいというよりも、お客様の気持ちに寄り添いたいと常々思っている凛花は、引き止めることにした。

「あの、よろしければ……」

「僕たち、おじさんと遊ぼうか」

　凛花の声に絢斗の声が重なる。

　絢斗はしゃがみこみ、男の子と同じ目線になる。まだ若いのに自分から『おじさん』と言うなんて、やけに謙虚だ。

「おじさんと～？」

「そう。こっちに本とかおもちゃとかたくさんあるぞ！　見に行かないか？」

　絢斗の言葉に子どもたちは目を輝かせる。眠そうにしていた男の子も、ぱっちりと目を大きく見開いた。

「いくー!!」

「ぼ、僕もいくっ」

「いいですか？」

　絢斗がご夫妻に確認すると、奥さんが凛花を見た。

「むしろいいんですか？」

「ええ。二階にお子さまたちが遊べるスペースもございます。一度そちらを確認してもらってから、よろしければ何かお困りのことがございましたらご相談だけでも構いませんので、ぜひご利用ください」

　もう少し早く説明するべきことだったことを悔いる。

　本当は絢斗は担当者ではないけれど、助かった。どこかで客引きをしている慶を呼んでくる時間もないので凛花は一人で対応することにした。

　絢斗と目配せをして、子どもたちを二階へ連れて行ってくれた。遅れて凛花も二階へ案内する。

　二階には二部屋あり、両方が子どもたちの遊ぶスペースになっている。他に子どもたちは数人遊んでいるし、あまりにも小さなお子様は無理だがこのためにキッズシッターも派遣で雇っている。

「このように、シッターもおり安全ですのでご安心ください。ちなみにおいくつですか？

「五歳と三歳です」

「……可愛いですね」

　子どもに縁のない凛花にとっては癒しの対象だ。明るく遊んでいる姿は元気をもらえる。

「ありがとうございます」

　ご夫妻はほっとしたようなので、なるべく子どもたちの声が聴こえるテーブルに案内した。

「ではご説明させていただきますね。契約については考えずに、とりあえずお話だけでも構いませんので」

「……はい」

　二人は斉さい藤とうさんご夫妻。結婚から十年が経過し、子どもも二人いるのでついに一軒家を建てようと覚悟を決めたらしい。建売住宅でいいかと考えていたところ、展示場を見ていたらどんどん贅沢な考えが浮かび、困っているそうだ。

　凛花は斉藤夫妻の話を聞いていて心が躍るようだった。

　家族のために一軒家を建てる。それがどれほど重大なイベントなのか、結婚していない凛花にでもわかる。金額面はもちろんのこと、人生のイベントとして大きな出来事だ。

　二人の話を聞いていたら、契約を取りたい気持ちからではなく、どうにか力になりたいという気持ちから凛花は力が入ってしまった。

「ぜひお力になりたいです。お子さまたちが健やかに暮らせるような、お忙しいお二人が快適に過ごせるような空間を、一緒に造っていけたらとてもうれしいです！」

　力説した後、斉藤夫妻はぽかんとしてしまった。

「……失礼いたしました。申し訳ございません！」

　やってしまった、と心の中で頭を抱える。

　具体的な数字を示したりメリットを提案したり、営業トークとは程遠い、感情任せの説得になってしまった。斉藤夫妻は顔を見合わせて微笑んだ。

「……いえ、有馬さんにお話し聞いてもらえてよかったです。実はここに来る前に他のハウスメーカーさんの話を聞いたんですけどどうも他人事に淡々と説明をされるだけで……。それは当たり前なんですけど、大事な家をお任せするのは不安だったんです」

　隣で旦那様が頷いている。

「だから最初警戒してしまって……すみません」

「とんでもございません。人生においての重大イベントですので、慎重になるのは当然のことです！　こちらが弊社のパンフレットになりますので、ぜひご自宅に帰られてからゆっくりご検討を……」

　熱くなりすぎてしまったことを反省しつつ、パンフレットを差し出した。

「いえ、ぜひ住栄ホームさんにお願いしたいです」

「え」

　営業として失態を犯したと思っていたので凛花は驚きのあまり固まった。

「お願いできますか？」

「……はい。ありがとうございます！」

　凛花は勢いよく頭を下げる。今まで何件も契約を取ってきた凛花でも、この瞬間はいつも喜びに満ち溢れる。本番はまだまだこれからなのに第一歩を踏み出せたことがうれしくて慣れることはない瞬間だ。

　凛花は冷静さを取り戻すため、咳払いをした。

「では、契約の流れについてご説明させていただきます」

　それから凛花は落ち着いて、できるだけ丁寧に今後の流れについて説明をした。




「素敵なお宅にできるよう精一杯がんばりますのでよろしくお願いいたします」

「……こちらこそ、よろしくお願いします」

　説明を終えてお見送りをする時、斉藤夫妻はにこやかに頭を下げた。最初に声をかけた時とはまるで違う、明るい表情をしている。

「おじちゃんばいばーい!!」

「……ばいばい」

　凛花の隣に立つ絢斗は腰をかがめ、男の子二人に手を振った。彼らはすっかり絢斗に懐いていた。

「大丈夫？」

「ああ。子どもパワーすげえ……疲れた」

　立ち上がった絢斗は少し疲れた顔をしている。凛花が打合せをしている間ずっと、子どもたちの遊び相手になってくれていたらしい。その姿を見たかった。

「都築くんのおかげで助かったよ。お子さんも懐いてたし」

「それが俺たちの仕事だからな……って上原さんはどこ行った？」

「さあ……。見当たらないから一人で話進めちゃったけど大丈夫かな」

「大丈夫だろ。それより契約おめでと」

「ありがとう」

「お祝いしないとな」

「そんな、大げさだよ」

　初めての契約ならまだしも、お祝いをするほどのことではない。でも一人で小さなご褒美を用意する予定ではあった。

「でもでかい仕事だろう」

「それはそうだけど……どの仕事も同じくらい大きいよ。都築くんも同じ考え方でしょう？」

　確かに、動くお金の大きさとか人の数とかは変わってくる。けれど、気持ちの差としては仕事に大小はないと思っている。

「まあそうだけどさ。今度誘うよ」

「……うん、ありがとう」

　こういう時、絢斗の存在はありがたい。もちろん他の営業仲間もいい人ばかりだが一つの仕事を一緒にやり遂げる仲間だからこそわかり合えることもある。だから今回の担当が絢斗ではないことは正直残念だった。できれば一緒に大きな仕事をしたかった。

「お疲れさまでーす」

　契約も決まり一段落したところで、慶がふらっと戻ってきた。

「……上原さん、契約取れましたよ」

「え、まじ？　すごいじゃん凛……有馬さん」

「で、上原さんは何をしてたんですか？」

　絢斗が厳しい口調で問い質す。

「俺？　もちろん客引きですよ」

「にしては外で女性の二人組に声かけてませんでした？」

「い、いやあ、まさか！　客寄せに決まってるじゃないですか」

　明らかに動揺している。慶はやはりまだ信用できそうもない。

「今回の契約は上原さんに設計担当してもらうんで、しっかりしてくださいね」

「はいはいわかってますよ」

　まだ慶と本格的に一緒に仕事をしていないけれど、適当さややる気のなさに心配でしかなかった。

　その日の契約は斉藤夫妻の一件しか取れなかった。それでも凛花にとっては大きな一歩に高揚感と満足感があった。

「じゃあお疲れさまー」

　展示場からは現地解散だった。

　さすがに土曜日なので慶や絢斗に誘われることもなく、帰宅することになりそうだ。家に帰ってお酒でも飲みながら、今日取れた契約の件を家でまとめるのが楽しみだった。

「有馬」

　帰り際、絢斗に名前を呼ばれ振り返る。

「お祝い、来週の金曜な」

「……うん」

　それがどういう意味を示しているのか、凛花にはわかる。お祝いだけではないこともなんとなく。







　あれから、斉藤一家の満足できるような家造りに向けて話し合いを繰り返している。斉藤一家のお宅にお邪魔して、最初はどんな家が理想なのかヒアリングしていく。

　今回の打合せから、絢斗ではなく慶と同行していた。最初はどうなることかと思ったが、さすがに仕事なのでまともな対応をしている。むしろ会話が上手なので、大人しい斉藤夫妻を盛り上げてくれる存在になっていた。設計部より営業部のほうが向いているんじゃないかと思うくらいだ。

「変更ですか？」

「ええ。あれから相談して、部屋数を変更していただきたくて……」

　必ず出てくるのは予算の問題だ。すべて要望通りの家ができればいいのだけど、予算オーバーするとどこかを諦めなければいけないところも出てきてしまう。

　今回もまさに予算問題。

「では一度お見積もりを見直しさせていただいてもよろしいでしょうか？　お見積もり内で対応できるかは今はっきりとお伝えすることができず申し訳ございません」

「いえこちらこそすみません。わかりました」

　奥さんは不安そうだ。部屋数の変更はよくあることだが、今回は他にもいろいろとオプションがつくので予算内では厳しいのではないかと凛花は見積もっている。

「んー。これで問題ないですよ」

「え？」

「本当ですかっ」

　慶の言葉に奥さんの目が輝く。

「はい。今回提示させていただいたお見積もり内で対応させていただきますのでご安心ください」

　慶は自信満々に答える。

「助かります。よろしくお願いします」

「次回は設計図をご提供できるかと思います」

　この場で決定していいのかと凛花は少し不安になったが、今指摘してしまったら顧客を不安にさせる可能性もある。慶は発言に自信を持っているし、大丈夫だろうと自分を納得させた。




　なんとか打合せは滞りなく終わり、少しずつ前に進んでいる感覚にやりがいを感じていた。

「それでは、私たちはこれで……」

　帰りがけに、ずっと邪魔をしないように遊んでいた男の子二人が駆け寄ってくる。

「ねーねー！」

「……どうしたの？」

「あのおじちゃんは来ないの？」

「あ……」

　あのおじちゃんが絢斗のことだとすぐにわかった。男の子たちはやけに彼に懐いていたから。

「すみません、展示場の日に遊んでもらったのがすごく楽しかったみたいで……。こら、おじちゃんじゃなくてお兄さんでしょう？」

　奥さんが申し訳なさそうにしている。

「とんでもないです。……ごめんね、あのおじちゃんは担当さんじゃないんだ」

「えーなんだぁー」

　二人とも残念そうに表情を曇らせる。それほど好かれているなんて羨ましいくらいだ。

「でも、お家が完成したらお祝いに来てくれると思うから、その時まで待っててね」

「……うん！　その時はまた怪獣役やらせてあげるって言っておいてね！」

「うん、わかったよ」

　可愛くてつい頬が緩む。

　あの日、絢斗は怪獣役をやっていたんだと想像したら微笑ましい。その姿を見たかったなと思いつつ、斉藤家をあとにした。

　駅へ向かう途中、慶に念のため確認をした。

「……上原さん、大丈夫なんですか？」

「何が？」

「部屋数の件です」

「ああ、余裕余裕。あの程度よくあることだから予算内で対応できるよ」

「そうなんですね……適当に答えたのかと思いましたが、ほっとしました」

「伊達に長年やってると思うなよ～」

　たった一年の違いだけど、凛花よりも経験があるのは事実だ。大学時代も優秀だったし杞憂だったみたいだ。慶があまりにも当然のように答えるので、自分の無知さが少し恥ずかしくなった。

　もともとの予定から変更がある場合は毎回見積もりを作成し直していたが、時間の無駄になる可能性もある。その分施工も遅れるし、正式な契約書に反映させれば問題もなさそうではある。今の対応は今後に活かせることができそうだ。

「それより今日飯行かないか？　今度は二人で」

「……予定があるので、ごめんなさい」

「予定？　誰と」

　ドキッとした。でも必要以上に動揺をすることはなかった。

「……女友だちですよ」

「そこに混ぜてもらってもいいけど？」

「さすがに無理です！」

「はいはい。じゃあ俺は飲んで帰るわ。お疲れ～」

「お疲れさまです」

　慶はひらひらと手を振り、飲み屋街へ消えていった。

　凛花は一度社に戻り、打合せの内容を整理した。次の段階へ進むとワクワクする。まだ先は長いのに、はやく完成した家が見たい。




　時間になると会社を出て、約束の店に向かった。

　お店はいつもの居酒屋とはまた違うお店。しかも居酒屋ではなくバルを指定された。先に来ていた絢斗が手を上げる。

「こっち」

「都築くん、おまたせ」

　今日絢斗は別件で外出していた。なので今日顔を見るのは初めてだった。

「おーお疲れ。打合せどうだった？」

　言いながらメニューを渡してくれる。凛花はいつものように生ビールを注文した。

「上原さんのことあんまり信用してなかったんだけど、けっこう助けられてるかも。順調だよ」

「……へえ？」

「やっぱり口がうまいし。営業になればよかったのに」

　あの口のうまさで騙された女子はたくさんいたけれど一緒にいて楽しかったのも事実だ。今はそれよりも悪い面が気になってしまうが普通に出会っていたら良い仕事仲間になれた気がする。

「今後の仕事ぶりに期待だね」

「……まあ、そうだな」

　絢斗の歯切れは悪い。彼は慶のサポートをしているので凛花とは別の苦労もあるのだろう。絢斗の反応が悪いので話題を変えようと考えると、あの二人の男の子の顔が頭に浮かんだ。

「そうだ。斉藤様のお子さんたちが都築くんに会いたがってたよ」

「ああ、あの子たちか」

「ずいぶん懐かれてるね」

「俺も楽しんでたしな。弟と妹いるから慣れてるし」

「都築くん長男だったんだ」

　よく考えたら出会ってもう何年も経つのに、こんな世間話すらろくにしてこなかった。最近になって知ることが増えた。

「ああ。有馬は妹だろ？」

「なんでわかるの？　そう、兄が一人」

「なんとなく年上の男に好かれそうだなって」

「それ、兄がいることと関係ある？」

　確かに歴代彼氏は年上が多い。でも兄がいることと関係しているかはわからない。絢斗のほうこそ、頼りになるし年下の女性に好かれそうだ。実際、会社の飲み会などでは他部署の若い女の子と話しているのをよく目にした。当時は、人気があるなあ程度にしか思わなかった。

「都築くんこそ、年下の子に好かれるでしょう」

「……気になる？」

　絢斗が意地悪く微笑む。

「……別に！　都築くんが言い出したから言い返しただけ」

　口にしてから可愛くない言い方だったかと思ったけれどそんなこと気にする必要もない。最近どうも、絢斗といつも通りの会話にならない。

「……家、完成したら行くよね？」

　凛花は軌道修正し、話題を元に戻す。

「もちろん。一応俺もサポートメンバーだからな」

「あの子たち、その時に都築くんに怪獣役やってもらうって言ってた」

「またか……」

　絢斗は困っているようで、どこかうれしそうだ。けれどすぐに真顔になる。

「今日金曜だし、上原さんに飯誘われたんじゃないか？」

　ドキッとした。絢斗の目を見ていたらすべて見透かされてしまいそうだ。

「……よくわかるね」

「やっぱり。俺と約束だって言った？」

「まさか、言わないよ。女友だちとって言って断った」

　先日のこともあって絢斗との関係を怪しまれたくはない。同僚には知られないほうが良い関係なので余計なことは言いたくない。

「……そっか」

　絢斗は口元を緩め、手で隠した。

「どうしたの？」

「……今日はさ、うち泊まる？」

「え……？」

　泊まる展開になることはわかっていた。ただ、いつものように内装を見ることも含めてラブホテルに行くものだと思い込んでいた。

「たまには家飲みもいいじゃん。ここからそう遠くもないし」

「いいけど……」

　ここのところ、意外な出来事が多く凛花の中で疑問が蓄積されていく。




　数時間飲んだあと、彼の提案通り絢斗の家へ向かった。途中でコンビニに寄り、飲み直すためのお酒やおつまみも買った。

　きっとこのまま泊まりになるのだろう。いつものラブホテルとは違う状況に、凛花は妙に緊張していた。

　絢斗の家は会社から五駅、駅から徒歩二分の高層マンションだった。

「お邪魔します。……けっこういいところに住んでるんだね」

「そうか？　まあ仕事柄、こだわって選んだけどな」

　さすが建築物が好きなだけある。デザイナーズマンションのような個性的かつスタイリッシュなマンションだ。

　部屋の中もデザイン性が高く、絢斗らしい部屋だった。１ＬＤＫの部屋は広く快適そうだ。凛花も自分の住む家はこだわりたいと思いつつ金銭的にも妥協しなければいけなかった。

「先飲む？　それとも先にシャワー浴びる？」

「……うーん……汗かいたし先にシャワー借りようかな」

　外出もしていたし汗をかいているのではやく流したいし、飲み直すならとことんくつろぎたい。

「了解。準備するから適当に座ってて」

「はーい……」

　初めての絢斗の家をきょろきょろと見回す。

　リビングには大きな黒いソファとテレビ。テーブルの上には建築雑誌が積み重なっている。いつも絢斗はここでくつろいでるのだと思ったら緊張感が増していく。

　逃げられない状況はラブホテルとさほど変わらない。なのに彼のプライベート空間に足を踏み入れたことで凛花はずっと緊張している。

「風呂、湯船入る？」

　バスルームから顔を出す絢斗が準備のために聞いてくれる。

「……ううん、シャワーだけで大丈夫」

「ってなに突っ立ってんの、座っていいよ」

「あ、うん……」

　促されるまま革張りのソファに腰を下ろす。

「もしかして緊張してる？」

「あ……まあ……。家来たの初めてだし」

「ラブホと変わらないだろ」

「全然違うよ」

　まるで目的は一緒だというような発言に苦笑する。

　凛花は一線を越えてしまったような、おかしな感覚がずっとある。

「……準備するまでちょっと待ってて」

　絢斗が引っ込むと少しして水の音が聞こえ始めた。もしかして掃除してくれてる？

　思ったよりも時間のかかる絢斗の準備に、凛花はソファに座ったまま姿勢正しく彼を待った。

「お待たせ」

「あれ？」

　戻ってきた絢斗は部屋着に着替えていて、首にはタオルをかけ髪も濡れていた。

「悪い。俺も汗流したくて掃除しながら先にシャワー浴びた。どうぞ」

　時間がかかっていたのはそういうことか。お風呂上りの彼を見ると余計に胸が騒がしくなり、目をそらす。

「タオルとか着替えも一応置いてあるから使って」

「うん、ありがとう」

　凛花の緊張に比べて絢斗の声はやけにのんきなのが悔しくなる。

　バスルームは広く、黒がベースになっている高級感のある空間。

　あれほど激務で残業も多いのに散らかっていないのも個人的にはすごいと思った。シャワーだけではもったいないけれどさっと汗を流し、メイクを直した。

「……あ」

　今日もラブホテルに泊まると思っていたからお泊りセットはあるが、着替えはない。ちゃんとわかっていたらしく、絢斗はバスタオルと一緒に用意してくれていた。サイズの大きいＴシャツとハーフパンツを履いて、リビングへ戻る。

「シャワーありがとう。バスルームも広くていいね」

　汗を流しリラックスムードになったことで緊張が少しだけ緩んだ。

「いいだろこのマンション」

　すでに住みたくなるほど魅力的なマンションだ。でもきっと今の凛花では払えない額の家賃なのだろう。

　ソファに腰を下ろす前にリビングのテーブルの上の料理に目がいった。

「えっ、なにこれ！」

　先ほどコンビニで買ったおつまみはどこへいったのか。きちんとお皿に盛られた料理が並んでいる。

「さっき買ったつまみをアレンジした」

「これが!?」

　コンビニで買ったのは確かミニサラダとウインナー、乾きものくらいだ。それがカルパッチョになっていたり炒めものになっていたりしてしかもそれがオシャレなお皿に、レストランのようにきれいに盛りつけられている。

「ただ出すだけじゃつまらないと思ってさ」

「料理とかするの？　兄弟のこととか料理のこととか、初耳だよ」

「ああ、有馬とは基本建築物の話しかしないもんな」

「そういえばそうだったね」

　あれだけいやらしいことをしている関係なのに、お互いの仕事以外のことはほとんど知らない薄っぺらい関係だった。身体だけの関係ならそれでいいと思っていたし気にしたこともなかった。

「さ、飲もうぜ」

　コンビニで買ってきた缶チューハイで乾杯し、さっそく絢斗が作ってくれたおつまみを味わう。

「おいしい！　ちゃんとしたお店みたい」

「褒めすぎだろ」

　凛花も人並みに料理は作るけれど、男性が……しかも絢斗が料理上手なのは驚きだ。並んでいるものを見るとコンビニで買ったもの以外もある。たとえばこの出汁巻き卵。既製品でもないし、卵も買っていなかった。絢斗の家にあった卵で作ってくれたということになる。

「出汁巻き卵おいし～～」

　出汁がじゅわっと口の中に広がり、居酒屋で食べる出汁巻き卵よりもおいしくて感動した。どれもおいしくてお酒も進む。さっきまで居酒屋にいたのがなかったことになっているみたいだった。

「そりゃよかった」

　絢斗が満足げに凛花を見つめている。凛花は胸が高鳴り、目をそらした。

「なあ有馬」

「……なに？」

　酔っているのか、絢斗の目はいやに真剣みを帯びていた。

「上原さんと昔どんなことがあったか聞いていいか？」

「いいけど……別におもしろい話じゃないよ。大学の時に先輩の設計が好きで仲良くしてもらってて付き合っただけ」

「告白も有馬から？」

「ううん。先輩から。付き合おうかって」

　あの時の感動は今でもよく覚えている。いつも女性に囲まれている慶から告白されるなんて夢のまた夢だと思っていたから。

「別れた理由は？」

　やけに凛花と慶の話を聞きたがる。興味本位で深堀するような人ではないと思っていた。

「……先輩の浮気、かな。モテる人だったから」

　今となっては同僚の悪口を言っているようで気が引けるが、正直に答えていた。

「うわ」

　絢斗が眉を顰める。

「でも、きっと仕事はできる人だから、安心して」

「まあ……プライベートは関係ないと思ってる。これで上原さんの評価が落ちたりしないから。……まったく有馬は優しいというか、お人よしというか」

　絢斗が優しい目をする。この会話はいったいなんなのだろう。凛花には彼の真意がよくわからない。

「セックスはした？」

「……っ、な、なんでそこまで聞くの！　セクハラ！」

　凛花は顔を赤くする。

「俺らの関係でもセクハラになるのか？　言いたくないなら言わなくてもいい」

　凛花はぐっと言葉を詰まらせる。

「……した、けど……」

「……まあ、そうだろうな」

　絢斗は黙り込み、じっと凛花を見つめる。

「……なに？」

「過去のことだってわかってるけど、なんかすげえ腹立つ」

「なにそれ」

　凛花は笑って誤魔化そうとした。でも絢斗の表情が崩れることはなかった。過去のことを聞きたかったのは絢斗で、凛花は正直に答えただけ。それなのに罪悪感があるのはどうしてだろう。

　絢斗の手が伸びてきて、凛花の肩を押す。

「え？」

　ぐらりと視界が揺れ、ソファに押し倒されていた。

「……今すぐしたくなった」

　見下ろす絢斗の目は真剣で、完全にスイッチが入っている。

「……最近突然だね」

「俺も不思議だよ」

　絢斗は自嘲気味に笑った。

「ン……」

　距離が近づき唇が重なる。柔らかい唇が何度もふれ合い、次第に深くなる。口を開けば舌を絡めとられ、うっとりとした思考に落ちていく。凛花も彼の舌を追い、絡める。

　唇が離れていくと舌先を甘い糸が伝った。瞼を開くと鋭い視線と目が合う。

「……前、中途半端だっただろ。どう思った？」

　あの日のことを思い起こす。

　ラブホテルに入ったはいいが、最後まではしなかった。一度熱を灯しておいての放置がつらいことを知った。

　今の絢斗はいつもと違いすぎて、戸惑っている。意地悪で、凛花に言わせようとしているのがわかる。

「……最後まで、してほしかった」

　彼の期待通り、正直に答えた。こういう関係だからこそ絢斗になら曝け出せる。

「……よかった。俺もあのあとちょっと後悔した」

「んっ、あ」

　キスをしながらＴシャツの中に絢斗の熱い手が入ってくる。絢斗の手がＴシャツをまくり上げ、ブラジャーをずらす。露わになった二つの膨らみを手で包み揉みあげた。

「今日は朝まで抱くから」

　まだお酒もおつまみも残っているのに。

　そう言おうと思ったけれど絢斗の手によってすでに凛花の身体には火が灯っていた。

「ん、んっ」

　ブラジャーを取り払われ、彼の手で乳房が形を変えていく。

「あんっ、んん、は、ぁ……っ」

「有馬の肌、きれいだよな」

　全身を撫でまわす両手。

「あっ……」

　絢斗が乳房の膨らみの、白い肌に吸い付く。次々と赤い花を散らしていく。今までにないことに戸惑い、凛花は慌てた。

「え、ちょっと」

「見えないとこだから、大丈夫」

　確かに首から下の見えないところばかりだけど、キスマークはつけたことがなかった。絢斗の唇によって肌に色がついていく光景はぞくぞくとして身体の芯から熱くなる。ただのキスマークなのに、凛花にはどうしてこんなに興奮するのかわからない。

「あ、んっ！」

　絢斗がピンと張った乳首をぱくりと口に含む。片側の乳首は指で捏ね刺激が与えられる。

「んん……ぁ、気持ち、いい……」

　絢斗の指が気持ちよくて、素直に口に出した。ゆっくりと心も開放されていくのを感じて腰が揺れる。

　絢斗は凛花の固くなった乳首を口の中で好き放題舐り、音を立てて吸い上げる。凛花が甘い声を上げるたびに下腹部が張りつめていく。

「あっ、やぁ、んんっ」

　硬くなった乳首に歯を立てられ、凛花の腰がビクンと跳ねる。

「床痛いだろ？　続きはベッドでしよう」

「……うん」




　Ｔシャツを着直して、手を引かれるまま扉が閉まっていた部屋に入る。

　そこはベッドだけではなくデスクがあったり本棚があったりと想像よりも物が多かった。でもどれも仕事関係のものだ。デスクの上には資格の問題集、本棚には建築関連の本ばかり。

　気になって近づいて見ると、魅力的な本が山ほどある。小さい本屋よりも品ぞろえが良くて釘付けになった。

「本読みたい……」

「あとでな」

　絢斗は凛花を背後から抱きしめ、Ｔシャツの中に手を入れる。

「あっ……」

　絢斗は乳房を手ですくい上げ、両方の乳首を指の腹でこする。先ほどの行為で硬くなったままの乳首をコリコリと指先で転がされ、凛花は本棚に手をついた。

「はやく挿れたい」

「っ……」

　腰に高ぶりを押し付けられながら、耳元で囁かれる。ぞくりと身体が震え、脚から力が抜けていく。ふらついた凛花の身体を絢斗が支えた。そのままベッドへ導かれ、押し倒される。

「俺の服着てる有馬もやらしくていいな」

　見下ろす絢斗の顔はどこかご満悦だ。そう言いながらも絢斗は凛花の着ていたＴシャツ、ハーフパンツを脱がしていく。ブラジャーはリビングに置いてきたので乳房が露わになる。絢斗も脱ぎ、ボクサーパンツ一枚になる。引き締まったしなやかな身体はいつ見てもうっとりする。

「こっちも」

　絢斗の手がショーツにかかり、するすると脚から抜いてしまう。

　一糸まとわぬ姿になった凛花を絢斗が熱い目で見下ろす。

「な、なに？」

「……いや。この姿をあの人も見たのかなと思って」

　あの人、とはきっと慶のことだろう。さっきも慶とのことを聞かれたから答えていただけなのにスイッチが入った。同じ男性としてライバル視でもしているのだろうか。

「先輩のこと気にしすぎじゃない？」

「……そう、だな」

　絢斗の眉がぴくりと動く。言ってはいけないことだったのかもしれない。絢斗の手が凛花の脚を撫でる。その手はゆっくり脚の付け根へ近づいていき、凛花は期待に胸を震わせる。

「ひゃあっ！」

　けれど予想外に、絢斗は凛花の脚を左右に大きく広げた。突然秘部が露わになり羞恥が広がる。膝を折り抑えつけられ、さらに淫らな場所が彼に丸見えの体勢になってしまった。

「……ちょっと、いきなりっ！」

「嫌？」

「……嫌っていうか……」

「なに？」

　恥ずかしい気持ちもあるが、絢斗の反応が気になる。

「なんかいつもと違って……怖い。怒った？」

「……怒ってるつもりはない。でも有馬が俺の家にいることで暴走してんのかも、ごめん」

「怒ってないならいいけど……」

　素直に謝られると責める気にはなれない。

「言ったな？」

　絢斗がにやりと口角を上げる。先ほどから絢斗の反応がよくわからない。何を言ったらスイッチが入るのか予測ができない。むしろ今までのほうが彼の感情は手に取るようにわかった。それはきっとお互い様だった。

　絢斗のことがよくわからなくなったのは、いつからだろうか。

　凛花の思考を遮るように蜜口に硬いものが押し当てられる。避妊具をつけた絢斗の屹立の先端がぐりぐり中へ入ろうとしてくる。なのに奥へ入ってこないまま、蜜口ばかりをこすっている。もどかしくなった凛花の腰が揺れる。

「これ、欲しい？」

　絢斗は腰を揺さぶりながら凛花を煽る。凛花はじれったさに息を飲む。絢斗の熱がナカに入った時の気持ちよさを知っているだけに、快感を求めていた。

「……欲しい……」

　熱い眼差しで絢斗を見つめながら小さな声で伝える。凛花を見下ろす絢斗も同じく熱視線を注いだまま、喉仏が揺れた。

「……いいよ……っ！」

「んああっ！」

　一気に奥まで、絢斗の屹立が凛花のナカへ入ってくる。

　硬く反り返った絢斗の昂ぶりが凛花の潤んだナカを埋め尽くしている。唐突に奥まで入ってきたため、凛花は強い刺激に身を震わせた。

「すご……なんでこんな濡れてんの」

「し、知らないっ」

　自分でもわからない。絢斗と一緒にいると身体が勝手に反応しているだけだ。蜜は滴るほど溢れ、繋がっている場所からも垂れていく。

「有馬、意地悪くされるのけっこう好きだよな」

「そんなこと……っ」

「ないって言える？」

　笑った絢斗はそのまま動かずじっとしたまま凛花を見下ろしている。ナカでは彼の熱がビクビクと震えているが、いっこうに動く気配がない。経験を重ねた凛花では物足りないくらいだった。

「……？　ど、したの？」

「有馬がどこまで我慢できるか試してる」

「なんでそんなことするの……っ」

　今日の絢斗は本当におかしい。

「今日は虐めたい気分らしい」

「あっ……」

　絢斗がぐっと腰を進める。奥のほうへぐりぐりと押し付けられ、声が漏れた。それなのにまた絢斗は奥でぴたりと止まる。うずうずとした熱が溜まり続けていた。

「ちょっと、都築くん……っ」

　激しく動いているわけではないのに知らず呼吸が乱れていく。もどかしい熱に勝手に腰が揺れ彼が欲しいと主張する。

「……っ、俺しか知らない有馬の顔見せてよ」

　絢斗の額にも汗が滲んでいる。我慢しているのはわかりきっているのにそれでも凛花を攻める。お互いギリギリの攻防だ。

「また俺が欲しいって言ってよ」

　ついさっき言ったばかりなのに、何度言わせるつもりなのだろう。それでも言わなければきっと彼は我慢し続けるのだろう。そんなのは耐えられなかった。見栄を張っている余裕もない。

「……欲しいの。……都築くんが欲しいっ」

　自分でも驚くほど甘く懇願する声が出た。凛花も限界ぎりぎりの状態だった。

「……うれしいよ」

　絢斗は満足げに微笑むと腰を引いた。

「あ、あんっ……」

　焦らされたせいか身体中が敏感になっていて彼の熱が抜けていく感覚ですら嬌声が上がる。入り口のほうまで引き抜かれた熱棒は勢いをつけて、ずん、と再び屹立が奥を貫く。

「あ、あああっ！」

　ずっとお預け状態だったせいか、絢斗の硬く熱い彼自身を深くまで突き入れられた瞬間、凛花は達してしまった。

「……もしかして、イッた？」

　絢斗は再び動きを止め、凛花を見下ろす。その目には驚きが表われている。

「……や、やだぁ……」

　恥ずかしすぎて隠れてしまいたいくらいだ。凛花は両手で顔を覆う。こんなに簡単に頂に導かれるとは思っていなくて自分でも驚いていた。身体はまだわずかな刺激にもビクビクと反応する。

「……可愛い。もう我慢できない」

「え……」

　笑われると思っていたら予想外の反応に凛花は絢斗を見た。すると彼は鋭い目つきで凛花を見つめていた。熱のこもった視線に心臓がバクバクと鳴り響く。

　絢斗は凛花の脚を抱え、腰を揺さぶり始める。最初から激しい動きに凛花は息を詰める。

「ああっ！　や、急に激し……」

　達したばかりの凛花の身体は絢斗の熱がナカをこするたびに激しく反応する。蜜が溢れ、濡れた音が大きくなっていく。

「激しいの好きじゃない？」

「……っ」

　絢斗が意地悪く微笑む。さっきは殊勝な態度で謝っていたくせに、本当は怒っているんじゃないかと思うくらい意地悪だ。

「ん、あ、ああっ！」

　絢斗は律動を抑えることなく、むしろさらに激しく凛花を突き上げる。先ほどの時間はなんだったのかと思うほど凛花のナカをかき混ぜ、大きく揺さぶり、内壁をこする抽送を繰り返す。

「あっ、ああっ、都築くん……っ！」

　揺さぶられる動きに合わせて出る声は我慢ができない。

「ん……俺も、気持ちいい。もっと声聞かせて」

「は、あ、ああっ……んんぅ！」

　力強く突き上げながら、絢斗の手は揺れている凛花の乳房を包む。尖った頂を指先できゅっと摘まむと凛花はビクンと腰を反らした。

「んっ、あ、だめっ……あぁっ」

「だめ？　気持ちいいの間違いじゃないか？」

　絢斗は荒い呼吸をしながらもくすりと笑う。

「ん……気持ちいいから、だめなのっ」

　舌たらずで甘い声が漏れ出る。

　絢斗は普段はテキパキと仕事をこなす凛花のあまりにも違う姿に自身をさらに硬くさせた。

「あっ、やぁん……大き……っ」

　凛花のナカで膨れ上がる熱に息を詰める。

「……っ、ハ……煽りすぎだろう」

「あっ、ん、んあ、やぁっ」

　絢斗は小刻みに動きを変える。膨れ上がった剛直が凛花の入り口付近を浅く出し入れする。深い抽送ではないのに凛花の感じる場所をこすりながら動くので強い刺激に背後のシーツを掴む。衣擦れの音と同時にくちゅんと蜜の混ざる音が響く。

「俺の部屋で乱れてる有馬、可愛い、な……ッ」

　その言葉に凛花は下腹部が熱くなる。彼の部屋でこんなにいやらしい行為をしていると考えるだけで背徳感に包まれる。

「……っ、きつ……なに？　興奮した？」

　絢斗は凛花の反応に目ざとく気づく。凛花は黙ったまま顔を横にそらした。いつもと場所が違う、絢斗の部屋というだけで反応している自分を認めたくなかった。

「俺のベッドでやらしーの垂らしちゃって……そろそろ本気出すよ」

　今までのが本気ではなかったのかと唖然とする。

「ああっ！」

　絢斗は凛花の右脚を持ち上げ、抱え込む。すると深く彼が突き刺さり、凛花は白い喉を反らす。

　彼の動きに躊躇はなく欲望のままに凛花のナカをかき回す。不規則でどこにぶつかるかわからない絢斗の滾りに凛花は絶頂が近いことを知る。

「や、もう、だめぇ……っ！」

　情けない涙声が出る。絢斗はあまりにも凛花の身体を知り尽くしている。

「いいよ、いって」

　優しい声に見上げると、絢斗と目が合う。切羽詰まりながらも優しい顔つきをしているくせに、その動きは強欲だ。凛花の内壁を執拗にぐりぐりと刺激する。痺れるような感覚に凛花はひゅっと息を吸う。

「ん、や、あ、ああぁ──っ！」

　高い声を上げ、凛花は絶頂を迎えていた。

「……っ、うぁ……！」

　凛花に搾り取られる勢いに、絢斗も限界を迎えていた。凛花のナカで剛直をびくびくと震わせ、達していた。避妊具越しにでも欲望が迸る感覚が凛花にも伝わり、後追いの刺激がまた凛花を襲う。

「ん、ぁ、あ……」

　右脚を解放され、長い絶頂がようやく落ち着くと身体は脱力しベッドに沈んだ。

「はぁ……なんか……すごかった……」

　大きな波に呆然としていた。身体は少しも動かすことができないほど疲労と倦怠感にぐったりとしている。

「気持ちよかった？」

「ん……すごく」

　嘘を吐く余裕もなく凛花は答えていた。

「素直でいいね」

　汗ばんだ額と髪を、絢斗の手が撫でる。

　少し前の、セックスという行為を純粋に楽しんでいる絢斗ではない気がした。紳士さや余裕もなく貪欲に求めてくれているのがわかった。凛花もいつもと違う彼に興奮し、快感を限界まで引き出された。

「は、あ……」

　絢斗が息を漏らしながら腰を引いていく。

　内側から抜けていく滾りはまだ逞しく、絢斗は黙ったままゴムを変える。そうして再び凛花の上に覆いかぶさってきた。

「ま、待って、もう無理……」

　一度の濃厚な行為で凛花はすでに満足すぎるほどだったし、身体はいうことがきかない状態だ。

「まだだめ」

　絢斗は微笑みながらも凛花を逃さず、絶望的なセリフを吐く。凛花は身体を転がし、うつぶせになる。ほふく前進で逃げようとするが、腰を掴まれ、簡単に引き寄せられる。

「そんなんで逃げられるわけないだろ」

「だ、だめ」

　絢斗の熱のこもった大きな手が凛花の身体をまさぐる。

「ああっ……！」

　激しい夜は、なかなか終わらなかった。







４ いつもと違う時間








　一週間が経った土曜日のお昼過ぎ、駅前で絢斗を待っていた。

　仕事ではない休日に彼と会うのは初めてのことだった。どういう服を着ようかと悩みすぎて少し寝不足だ。待っていると少しして絢斗が小走りで凛花のほうへ向かってくる姿が見えた。

「ごめん、待った？」

「ううん大丈夫」

「……有馬の私服初めて見たな」

　絢斗は凛花の全身を見てぽつりと呟く。

「そういえばそうだね」

　凛花も絢斗のスーツ姿と寝間着の姿しか見たことがなかったので、私服姿は新鮮だった。ジャケットにスラックス。モノトーンで統一し大人の男性らしさがある。凛花もブラウスに膝下のスカートと落ち着いた服装にしているので隣を歩いていて違和感がなさそうでほっとする。

　それに絢斗はいつもと髪のセットを変えているらしく、わずかに印象が違う。いつもよりも色気があり、セットだけでこうも変わるものかとぼんやり眺めていた。

「……きれいだな」

「え？」

「いや、なんでもない。行くか」

　絢斗は口元を手で隠し、凛花に背を向けた。

　なんだか高校生にでも戻ったような感覚がくすぐったい。

「今日はどこ行く予定？」

　誘われた時は買い物に付き合ってほしいとしか聞いていないので何をするのかどこに行くのか何もわかっていない。

「……とりあえずカフェ行くか。少し歩いたところに内装がめずらしいカフェがあるんだ」

「え？　うん」

　買い物だと言っていたのにカフェ？　少し違和感がありつつも先に腹ごしらえをしようということだろうと納得させた。絢斗が歩く方向へついていくと絢斗は車のキーを取り出した。ボタンを押すと停車しているシルバーの車のドアのロックが外れた。

「乗って」

「えっ、今日車だったの!?」

「移動が多いから車で来たんだ。どうぞ乗って」

　絢斗が助手席のドアを開けて凛花を促す。凛花は驚きつつ、助手席に乗り込む。車内は清潔感があり、ふわりといい香りがした。

「これ、都築くんの車？」

「そうだよ。なんか変？」

「ううん。……意外で」

　大人の男性なら車を持っていてもおかしくはない。それなのに絢斗が車で来ることは想像もしていなかった。

　助手席は絢斗との距離が微妙に近い。休日、服装、この車。どれも普段の二人とは違う状況に凛花はどうも落ち着かない。助手席に座っていても外を見たり絢斗の手つきを見たりとキョロキョロしていた。

　ちらりと運転をする絢斗を見ると、真剣な横顔がかっこよくて見とれてしまっていた。これは後輩に人気があるワケだ。出会った当初は言い合いばかりしていたし彼のかっこよさも認めたくなかった。でも今となってはよくわかる。

「なに？」

「えっ」

「じっと見てるけど」

　絢斗は正面を向いたまま凛花に声をかけた。どうしてわかったのだろうと凛花はとっさに視線を背けた。

「あ……運転上手だなって」

「それはどうも」

　絢斗の顔が優しくほころび、ドキッとした。

　さんざんいろんなことをした二人なのに、車という密室にいるだけで鼓動が鳴り響いていた。いつもと違いすぎるせいだろうか。




　車で二十分ほど走ったところにあるカフェ……というか見た目はどこからどう見ても教会だった。半信半疑で両開きのドアを開け、中に入る。

「ほんとにカフェだ……外もだけど内装も凝ってるね」

　一見カフェだとはわからない教会の中に入ると、中はちゃんとカフェ風になっている。

「だろ？　雑誌で見て有馬と来たかったんだ」

　建築好きによる建築好きのためのカフェがコンセプトになっているらしく、店内にはたくさんの建造物の写真が飾られていたり、本が置いてあったりする。

「コンセプトカフェみたい……」

　なるほどそういうことか。

　やっと今日の趣旨がわかった。いつもはラブホテルばかりだが、他の内装が良い場所に行く予定らしい。確かにこのお店みたいなオシャレなカフェは一人で来づらいだろうから付き添いといった感じだろう。

「メニューも凝ってるし、どれもおいしそう！」

　メニューには『ピサの斜塔パフェ』『コロッセオパンケーキ』など普通のカフェでは見られないようなものばかりでメニューを眺めているだけで高揚する。悩んだ末にとりあえずそれぞれ食べたいものを選んだ。

「すごいお店教えてくれてありがとう」

「こちらこそ付き合ってくれてありがとな」

　この空間にいるだけで心が躍る。店内の展示を眺めつつ、めずらしいメニューのスイーツを食べた。店内はさほど混雑していなかったので置いてある雑誌を読んだりして、ゆったりとした時間を過ごした。

「写真もたくさん撮ったし、おいしかったし、満足！」

　結局一時間以上長居してしまった。それほど居心地が良いカフェだった。

「俺も。……次は、博物館だな」

「博物館？」

「そう。建築系の博物館とかギャラリー。知ってる？　ここ」

　絢斗がスマホを凛花に見せる。今は期間限定で日本や海外の建造物のミニチュアが展示されているらしい。

「気になってたけど忘れてた！」

　毎日の仕事に忙殺され、土日は基本的に家で過ごすようになっていた。情報を得るたびに行きたいな、と思いはするものの、身体は動かない。この博物館もまさにそうだった。

　こんな風に連れて来てくれなければ、きっとチャンスを逃していた。

　絢斗の車に乗り、三十分。博物館に到着した。

　大きな施設なのに特殊な展示だからか人は少なく、ゆったり見ることができた。

　二人とも建築物が好きなので一つ一つをじっくり観察するように見ていたらあっという間に時間が経過し夕方になっていた。

　最後にパンフレットやグッズも見て博物館を出ると、日が暮れかけていた。

「あそこ行かないか？」

「え……あ、うん、いいよ」

　絢斗が博物館に併設されている展望台を指差す。その高さに緊張が走ったが凛花は頷いていた。

　エレベーターでぐんぐんと上がり気圧がきゅっとなる感覚に息を飲む。エレベーターのドアが開くと、高いところからの景色が目の前に広がる。

「うわ、すご」

　絢斗はエレベーターを降りるなり窓際へ走り寄る。置いていかれてしまった凛花はエレベーターを降りたところから身動きがとれないでいた。

「有馬、どうした？」

　振り返った絢斗が不思議そうに凛花を見る。さすがにこの状況では誤魔化せないと凛花は彼に手を伸ばす。

「ちょ、ちょっと待って」

「ん？」

「ごめん……高いところ苦手で」

　情けないので本当は黙っていたかったけれど、実際目の前にしたら一歩踏み出すのも厳しかった。

「ああ、なるほど」

　絢斗は微笑むと、壁によりかかっていた凛花の手を取った。

「えっ」

「これなら大丈夫だろ」

「……うん」

　手を握り指を絡め、心が乱れる。まるで恋人同士みたいな繋ぎ方にここまでしなくていいのではと言いそうになるが、動揺しすぎて言葉にできなかった。

　歩くペースも凛花に合わせてくれて、高台からの景色を眺める。良い感じに日が暮れ、オレンジ色の空が鮮やかで美しい。高さを忘れて見とれるほどだった。

「こんなにたくさん家があるのにさ、俺たちが携わったのはまだまだ数軒なんだよなあ」

　あまりに怖くてそこまで考えが及ばなかった。そういう視点で見ると、手を繋いでいることもあって恐怖心が薄れていく。

「でも、この中の一つでも携わってたら凄いと思うよ」

　小さい頃夢見ていた、家を建てる仕事に携われているだけで十分だと誇りに思っている。ただ、本当の夢はなかなか叶えられずにいる。

「有馬はどうして今の仕事を選んだんだっけ」

　ちょうどそのことを考えていたのでドキッとした。

　この会社に入っていろんな人に聞かれたことだ。絢斗とそういう話をしてこなかったことにも驚いた。建前ならいくらでもある。でも、誰にも話していなかったことを彼になら話したいと思った。

「……私、母子家庭で、小さい頃は団地に住んでたの。だから母と大きな一軒家に住むのがずっと夢で、それを自分の手で叶えられたらいいなって思って設計を学んだんだ。結局営業になった今は、みんなの夢を叶えられる人になれればいいかなって思ってる」

　今となっては『お客さんが過ごしやすい家を造る』のが一番大事なことだ。でも時折、自分の夢を思い出すことがある。

「似てるかもしれないな」

　凛花の手を握る力が強くなる。

「え？」

「俺の実家は一軒家だったんだけど、格安で買った酷い物件でさ、古い実家を一から自分の設計で建て直すのが夢なんだ。両親はケンカばっかりでそれも家が原因だと思ってたから、俺がなんとかしなくちゃってずっと思ってた」

「都築くんも大変だったんだね」

「そうかな。結局両親は俺が大学の時に離婚して、母方の実家に引っ越したんだ。あのボロい家には父親が一人で住んでるはずだけど、どうするかちょっと迷ってる」

「……本当だ、似てるかも」

　自分の話をしたのも初めてだが、絢斗の事情を知るのも初めてだった。同じような志を持っていると思っていたが、こうも夢になるまでの境遇が似ているとは思わなかった。

「有馬の夢を叶えるために協力するから、いつでも言えよ」

「……ありがとう。でもうちも母はもう再婚してマンション暮らしなんだ。だから私の夢も必要なくなった、っていうか」

　母が幸せになってくれれば満足のはずなのに、置いてきぼりになった自分の夢だけが残っている。

「それなら自分のために一軒家建てればいいんじゃないか？」

「一人暮らしで一軒家はちょっとねえ……」

「結婚は？」

「ああ……」

　考えもしていなかった。

　一軒家で温かい家庭を築く。そんなことを考えることもあるが、浮気ばかりして母を傷つけた父のことが頭を過り、裏切られるのが怖くて一歩踏み出すことができなかった。

「あんまり覚えてないけど父だった人が浮気性で……ちょっと怖いんだよね」

「なるほどな。まあ俺も結婚願望なかったからなあ」

　その言い方に引っかかる。この関係が始まった時は完全に結婚願望はないから恋人も必要ないと言っていた。

「今はあるってこと？」

「……どうかな」

　絢斗は曖昧な返事だ。

　彼なりに思うところがあるのか、心境の変化があったのか凛花には知る由もない。

　絢斗とこういう関係になったのも、お互い恋人を求めてはいなかったからだ。いい歳をして結婚願望がない二人だったから成り立つ関係だった。

　でも絢斗にそういう感情が生まれ始めているのだとしたら、関係は終わらせるしかない。

　そう考えると、少しだけ寂しい気持ちが沸き上がった。




　展望台を無事降りて一息つく。ようやく地に足がついた感覚に安堵した。

「怖かったけど、気持ちよかった……。こんなに充実した休日久しぶりかも。はやく仕事したくてうずうずする」

　たくさんの家を上から見てその一つ一つに家族がいてどういう思いで家を買ったのかと考えたら、営業に走りたくなった。時間は有限だからこそ、一人でも多くの人の夢を叶えたいという気持ちが強くなった。

「喜んでくれてよかったよ」

　それに、絢斗のこともさらに知ることができたし、自分のことも曝け出した。それが一番有意義な時間だったかもしれない。

「そろそろ飯にするか」

「うん！　お腹減った」

　興奮しすぎたせいか、かなりお腹が減っている。次はどこへ連れて行ってくれるんだろうと心が躍るが、きっといつもの居酒屋だろうと思った。あの場所は二人の定番だ。

　車を走らせまた三十分。到着したのはあの居酒屋とはまるで違うお店にたどり着いた。

「え、ここ……？」

「ああ。行くぞ」

「え、え、本気？」

「当たり前だろ。予約してるし」

　あろうことか絢斗が連れて来てくれたのは、ビルの高層階にある見るからに高級感のあるレストラン。二人で来たことはもちろんないし、凛花は足を踏み入れたことすらない敷居の高いお店だった。

　気後れする凛花の手を握り、絢斗はずんずんと進んでいく。

「こんなレストラン来たことないんだけど……」

「俺もだよ」

　そのわりには堂々としている。

　店内へ入ると絢斗が名前を告げ、奥へ案内される。広々とした空間には等間隔に正方形のテーブルが並んでいる。優雅なクラシック音楽が流れ、上品な人たちが会話をしつつ食事を楽しんでいる。その間を抜け、窓際のテーブルに案内された。

　窓からは夜景が見える。すっかり日も暮れ、展望台で見た時とはまるで違う景色だった。見下ろすとビルや車、街灯の明かりが暗い街を輝かせている。遠くに、先ほどまでいた展望台が見える。

「ここなら怖くないだろ？」

「うん……でも、なんか……すごいとしか言えない」

　夜景の美しさもうっとりするが、レストランの内装にも目を見張る。まるでどこかの国の王宮に来たかのような豪華な装飾。天井には大きなシャンデリアがいくつもぶら下がっていて暖色系の灯りが店内を照らす。壁やテーブル、イスにはところどころ宝石が散りばめられていて目を楽しませてくれる。

「城みたいで圧巻だな」

「本当に……」

　キョロキョロするのは恥ずかしいとわかっていながらも、凝った内装に二人で視線を彷徨わせる。どうすればいいのかわからない居心地の悪さだ。

　何気なくメニューを手に取り中を開くと眩暈がした。

　メニューを見てもフランス語で書かれている。日本語で説明も書いてあるけれど、聞いたことのない食材や料理名に何を注文したらいいかわからない。しかも、書いてある値段には心臓が痛くなる。居酒屋の何倍あるのだろう。恐る恐る絢斗を見るが、彼は動じていなかった。

「コースメニューにしたから悩む必要はない」

「よかった……でもお高いよ……」

「気にするな。付き合ってくれたお礼だよ」

「えっ、いいの？　いつもみたいに割り勘でいいのに」

　二人で飲みに行く時は必ず割り勘。ラブホテル代も凛花の希望で割り勘にしてもらっていた。

「当たり前だろ。この店を選んだのも俺だし」

「ありがとう。今度何かでお礼するよ」

　今日は何から何まで違う。いつもの二人ではないみたいだ。

　まだ緊張感は残ったままコースの準備が整う。まずは食前のワインをグラスに注がれた。

「乾杯」

　目を合わせてグラスを持ち上げる。ジョッキをぶつける乾杯ではないのが妙に気恥ずかしい。薄く繊細なグラスを口に当て、スパークリングワインを一口含む。絢斗が車なので、二人ともノンアルコールのものを選んだ。

「ワイン美味しい」

「本当だ。でも有馬は酒飲んでもいいんだからな」

「大丈夫。これで十分美味しいし、酔っちゃったらせっかくの食事の味わからなくなるかもしれないし」

「酔うほど飲むつもりだったのかよ」

　笑い合っているうちに前菜から運ばれてくる。お皿の上で芸術的な盛り付けをされた食材を口に運んでいく。

「うわ……すっごく美味しい……」

　どれを食べても、今まで食べたことがないような味わいが口に広がる。

「本当だ」

　絢斗も驚いた顔で凛花を見る。あまりのおいしさに、味わいつつもすぐにお皿はきれいになってしまった。

　メインディッシュはお肉だ。分厚いステーキには見たことがない鮮やかな野菜が飾られていて、きれいにソースがかかっている。テレビで見るようなお肉にナイフを通せばあまりに柔らかくて驚いた。恐る恐る口に運ぶと、とろけるようなお肉が口の中でほどけていく。

「何かわからないけど美味しすぎる……！」

　いろいろな味が複雑に絡み合い、けれど見事に調和している。

　絢斗を見ると同じような反応をしていて、噴き出してしまった。

　飲みなれない、食べなれないものにいちいち驚いては顔を見合わせて笑う。少しずつこの雰囲気を楽しむ余裕ができてきた。絢斗が同じように緊張しているからだ。

「でもどうしてこのレストランにしたの？　いつもの居酒屋かと思った」

「なんとなく、特別感を出したかったんだろうな」

「……特別感、かあ」

　契約のお祝いだったら前にしてもらった。それから特にお祝いごとがあったわけでもない。記念日でももちろんないのに。疑問は残りつつも、きっとよほどのことがなければ来ることのできないレストランに来られたのは貴重な経験だ。

　内装も素晴らしいし、食事も美味しい。夢のような時間だった。

「こんな良いレストラン初めて来たよ。全部美味しくて感動しちゃった。都築くん、ありがとう」

「俺も初めて来たけど感動したし……緊張もした」

「やっぱり？」

「ああ。バレてたか？」

「なんとなくね」

　絢斗と凛花は似てると思っている。

「バレてたならかっこ悪いな」

「そんなことないよ。予約してくれてありがとう」

　絢斗がここまでしてくれる理由はない。カフェや博物館だって、凛花も来たかった場所だ。しかも今日は一日中、彼に奢ってもらってしまった。いつもの同僚との飲みとは全然違う扱い。まるでデートみたいな一日だったと、凛花はようやく気付いた。

「……そろそろ帰るか。家まで送るよ」

「え？　うん……ありがとう」

　このあとはてっきりいつも通りホテルへ行くと思っていたので拍子抜けした。

　車に乗るとナビに凛花のマンションの住所を入力し、走り出す。

　すっかり遅くなった夜道を黙ったまま走るので、凛花も黙り込み、車内からの景色を眺めていた。




　凛花の家まで、車では一時間もかかってしまった。もう時間も遅いのに絢斗はこれからまた車で帰るなんて大変だろう。家に泊まってもらったほうがいいかとも悩んだが、絢斗はその気はなさそうなのでたまにはまっすぐ帰るのもいい。

「今日はありがとな」

「こちらこそ。新鮮で楽しかった」

「俺も。また行こう」

「……うん。じゃあまたね」

「有馬」

　ドアハンドルに手を掛け降りようとしたところで名前を呼ばれ、振り返る。

「え？　……んんぅ」

　頭を引き寄せられ、唇が塞がれる。

　そういえば、今日はこういったふれ合いをしていなかった。必要がないほど充実していたし、ホテルに行かないことでその気もないのだと思っていた。

　そのせいか、ただのキスなのに唇がふれた瞬間身体の奥が燃えるように熱くなる。その気がなかったはずの気持ちが傾きうっとりとキスを受け入れていた。角度を変えて何度もふれ合い、口を開けば絢斗の熱い舌が咥内に入ってくる。吐息ごと舌を絡めとられ、もっと深く交わる。

「ん、ん……」

　激しいキスに声が漏れる。淫らなキスに身体が震え、凛花は手を伸ばし絢斗のジャケットをすがるように握っていた。それをどういう意味で受け取ったのか絢斗の舌技がさらに激しくなっていく。食べられてしまいそうな深いキスに凛花は翻弄されるばかりだった。

　唇が解放されると間近で見つめ合う。本能では彼を求めていて、潤んだ瞳で彼から目が離せない。

「……うち、泊まる？」

　口にしてからハッとした。絢斗の家ほど広くもきれいでもない家にすぐ彼を呼べるほどだっただろうか。ベッドの上には洗濯物が乗っていたような気もする。深く考えずに口に出してしまったが、今さら心配ごとがいくつも浮かんでくる。

「ありがとな。でも今日は帰るよ」

「……うん、わかった」

　自分から誘っておいてほんの少し安堵した。と同時に離れがたさから寂しさもあった。今度からいつでも彼を招くことができるよう部屋をきれいにしておこうと決めた。

「じゃあな。おやすみ」

「……おやすみなさい」

　今度こそドアを開け、車を降りる。運転席の絢斗に手を振り車から離れるため背を向けた。

「凛花」

　再び名前を呼ばれ、振り返る。

（今、下の名前呼んだ……？）

　セックスをする関係でも頑なにお互い苗字を呼び合っていた。それがある種の線引きだと思っていたからだ。

　窓を開けて何か言いたげにしているので車に近づいた。

「なに？」

　凛花を見る真剣な表情に胸が鳴る。

「……俺たち付き合おうか」

　絢斗は静かな声でそう言った。

「…………え？」

　聞き間違いかと思った。でもこんな静かな空間で彼のハッキリとした言葉を聞き間違えるはずがない。

「あ、え？　どういうこと？」

　冗談ということにして、凛花は笑って返す。そうでなければ反応に困ってどうしたらいいかわからない。もしかしたら凛花をからかっているだけかもしれないという思いもあった。けれど絢斗は笑うこともなく真剣な表情のまま。

「そのままの意味だよ。……考えといて」

　凛花は驚きのあまりうなずくこともできなかった。

「じゃあな」

　窓が閉まり、車が去っていく。

　凛花は呆然と車が見えなくなるまで見送っていた。

　絢斗とはあくまで身体だけの関係だったはずなのに、どうして急にあんなことを言い出したのだろう。

　表情からして、冗談ではなさそうだった。ただ本気だとしても違和感はある。

　恋人は必要ないと言っていた人だ。ここ最近今までとの違いを感じていたので心境の変化があったのか。

　絢斗とはずっと今のような気軽な関係が続くと思っていたので戸惑いもあるのに、胸は高鳴っていた。凛花はしばらくその場から動くことができなかった。
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「……はぁ」

　絢斗は深いため息を吐いた。

　凛花と別れてから、これではだめだと路肩に車を停め、心を落ち着かせようとしていた。ハンドルに顔を突っ伏し、深呼吸をする。しかし何度深呼吸をしても、胸の音は落ち着きそうもなかった。

　有馬凛花とは仕事仲間、そしてセフレという関係だ。

　もともとは酒の勢いから始まった関係だったが、お互い納得の上で成立していた。なのに自分から壊してしまった。

（俺はどうして付き合おうなんて言ったんだ？）

　家で両親がケンカするのを日常的に見ていた絢斗は結婚願望がない。さらには仕事が楽しく忙しいため、恋人を作る気もなかった。だから同じような考えの凛花とは自然と気が合い、建築が好きなこともあって一緒にいる時間は楽しく、仲間として良い関係を築けていると思っていたし、あくまで身体だけの関係でそれ以上の感情を持つつもりもなかった。

　絢斗の誤算は、あの人の登場だ。

　──凛花の元カレ、上原慶。

　経歴の素晴らしい後輩ができたと思っていたら彼は凛花の元カレだった。それだけならまだいいが、慶はいまだに凛花を狙っている様子だし、三人で飲みに行った時も二人しか知らない話題を聞いて、絢斗は焦燥感に駆られた。どうしてこんなに焦るんだと自分でもわからないまま凛花との関係を続けた。慶とのことを聞けば聞くほど心の中に嫌なものが渦巻く。

　これが嫉妬だと気づいたのはつい最近、凛花が慶を褒めていたことがきっかけだ。

　でも恋心とかそういうものではなく、セフレを取られたくない感情なのかと思っていた。

　だから一線を越えるつもりはなかった。

　それなのに気が付いたら家に招いていたし、休日にまで彼女を誘っていた。案の定、今日過ごしてもっと彼女と一緒にいたいと思ってしまった。誰にも話したこともない自分の夢を語り、彼女の夢を知ってうれしかった。似た部分があると知り、さらに彼女の深い部分が知りたくなっていた。身体だけではなく、心も欲深く求めている自分に気づく。

　しまいには思わず引き留めて、付き合おうとまで言ってしまった。

　明らかに困惑している彼女の顔を見て失敗したと思ったが、もう遅い。

　彼女のいろいろな表情を見て、凛花が欲しいという自分の気持ちが強くなるばかりだ。

　そろそろ帰らなければ、家に着くのが深夜になってしまう。さすがにエンジンをかけ直したところでスマホの音が鳴る。深く考えずに手に取り画面を開くと、凛花からメッセージが届いていた。

『今日はいろいろありがとう。気を付けて帰ってね』

　凛花のメッセージにぎゅっと胸が締め付けられ、再びハンドルに突っ伏した。

「……こんなはずじゃなかったのにな」

　ぽつりと呟く。

　さんざん身体を重ねておいて、今さら都合の良いことを。

　いい大人なのに、甘く湧き出る感情に振り回されていた。
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　週が明けて、忙しさは増す一方だった。

　あれから絢斗も別件で忙しいらしく、顔を合わせることがほとんどなかった。なのであの告白の返事もできずにいる。真剣な絢斗の顔を時折思い出してはどうすればいいのかと困惑していた。

「有馬さーん、こっちの資料確認お願いしていいですか？」

「はいはい」

　凛花は自分が担当している仕事に加え、他の営業の手伝いやキャンペーンの対応など多忙を極めている。

　本当なら斉藤夫妻の家についてじっくり経過を見ていきたいところだった。けれど図面は完成し、すでに施工に入っているので営業として凛花が積極的に介入することは今のところない。

　もう少し仕事が落ち着いた頃、建設現場を見に行こうと思っている。はやく新しい斉藤家が見たくてうずうずしている。

「有馬さん、斉藤様からお電話です」

「え、あ、はーい」

　ちょうど斉藤様のことを考えていたら電話が入った。今は特に連絡が必要な期間ではないが、何かあればご相談くださいと伝えているので何かあったのだろうかと電話を取った。

「お電話かわりました、有馬です。斉藤様、お世話になっております。はい、はい……え？」

　斉藤夫妻の旦那様からの電話だった。穏やかな人だと思っていたが怒り口調に捲し立てられ、凛花は動揺した。心臓がバクバク鳴り始める。

「ご迷惑をおかけし大変申し訳ございません。詳細を確認いたしますので折り返しご連絡を差し上げてもよろしいでしょうか。はい。申し訳ございません、失礼いたします」

　一旦受話器を置き、意識的に深呼吸をした。

　旦那様の話によると、設計図と実際の家が違っている。とのことだった。

　スケジュール的には今は土台ができたあたりだろうか。家の完成を楽しみにしている斉藤一家がたびたび建設途中の家を見に行っているのは知っていた。だから違和感に気づいたのだろう。とはいっても施工は順調に進んでいるはずで、旦那様がどうして怒っているかもわからない。

　図面と違うと何度も言っていたので慌てて図面を確認するも、斉藤夫妻の希望通りの図面で変わりはない。施工部に確認することにした。

　施工部は営業部の二階下にある。いつも現場にいることが多い施工部は人が少ない。今日はタイミングがよく、担当者がいてくれた。

「お疲れさまです！　建設中の斉藤様のお宅について確認したいのですが、こちらで進めている図面を見せてもらっても良いでしょうか」

「はいはい～何かあった？」

　彼はすぐに図面を取り出して見せてくれる。凛花は自分が持ってきたものを広げた。

「これとの違い、わかりますか？」

　とにかく急いでいたので彼にも確認をお願いした。するとすぐに気づいたようで、「あ」と呟いた。

「……こっちの図面とここが違いますね」

　担当者は指を差した。懸念していた部屋数について、増やしたはずが少なくなって元通りになっていた。

「……あの、この図面はどうされたんですか？」

「設計部の……上原さんでしたっけ？　から最新のはこっちだって受け取りましたけど」

「……営業は聞いてないですそれ」

「え」

　施工部の担当者も顔を強張らせる。

　いったい何が起こっているのかパニックを起こしそうだ。それでもなるべく冷静に考えられるように深呼吸をする。

「……この図面借りますね。上原さんに確認してきます」

　慶はどういうつもりで何をしているのか理解ができない。こんな大きな部分を単独で変更するのは普通に考えたらあり得ない。営業が把握しておかなければいけない内容だし、慶がどのような経緯で変更したのかが重要だ。

　凛花は慌ただしく施工部をあとにすると、まっすぐ設計部へ向かった。

「上原さんいますかっ！」

　設計部で声を上げると、社員が一斉に凛花を見る。絢斗が真っ先に凛花に駆け寄る。

「有馬どうした？　そんな顔で……」

「上原さんは？」

「今席を外してるみたいだけど……あ、戻ってきた」

　後ろから慶が現れ、凛花は掴みかかる勢いで彼に詰め寄る。

「上原さんっ！」

「うわ、どうしたの血相変えて」

「上原さん、勝手に図面変更しました？」

　凛花が下から彼を睨む。冷静でいようと思っていたのに慶の顔を見たらなりふり構っていられなかった。

「え？　ああ、どうだっけな～」

　慶は凛花から目をそらした。そのとぼけた態度は絶対に知っている。

「何かあったのか？」

　さすがに絢斗も会話に入ってくる。

「……私の最新の図面と施工部が持っていたものが違ってたの。施工部に確認したら上原さんから最新はこっちだと受け取ったらしくて」

「……上原さん、どういうことですか」

　絢斗の目が鋭く光る。この事態を重く見たらしい。

「ごめんごめん。やっぱり金額的に無理だって話になって変更したんだ」

　慶は軽く言い放つ。

「え？　その変更は斉藤様の了承の上ですか？」

　そもそも凛花も聞いていない話だ。通常は営業を通して話をするべき内容。特に部屋数の件に関しては一度揉めていたため斉藤夫妻も敏感になっているかもしれない。だからこそ気づいて電話をしてくれたのだろう。

「いや、確認してないよ」

　慶の態度に閉口する。

「……それはありえないですよ……」

　怒りよりも脱力だ。隣に立っている絢斗も呆然としている。

　勝手に図面を変更し、施工を進めているなんて。こんなの契約違反でしかないし、信頼が失墜するとんでもない行為だ。

　凛花はどうすればいいかわからず、しばらく呆然としていた。するとぽんと背中を優しく叩かれた。振り返ると絢斗が頷く。

「とりあえず斉藤様に説明するしかないな」

　絢斗の冷静な声を聞いて、凛花も心を持ち直す。営業担当として、しっかり対応しなければいけない事案だ。

「今から斉藤様に連絡して、直接ご説明とお詫びに伺います。上原さんも同行してくださいね」

「……えー……」

　慶は嫌そうな顔をしてはらわたが煮えくり返りそうだった。もとはといえば彼のせいでこんな事態になっている。けれど打合せ当初の段階で彼を信用しすぎてしまった自分にも問題がある。あの時、やはり見積もりを確認しておくべきだったと後悔した。

「俺も行きますよ」

　絢斗の声にほっとする。この重大なミスを一人で抱えるにはまだまだ経験不足だ。

「……助かります」

　凛花は急いで部長に報告し、斉藤様に電話を入れアポを取った。旦那様はまだ怒りが収まらない様子だったのが不安だ。

　部長や施工部担当者にも急遽同行してもらったが、行きの車内はとんでもなく重い雰囲気だった。途中で菓子折りを購入し、斉藤家に訪問した。

「大変申し訳ございませんでした」

　全員で深く頭を下げた。

　いつもは和やかな雰囲気の斉藤夫妻も今回は動揺と怒りが混ざっている初めて見る表情をしていた。

　リビングに通され、心ばかりの菓子折りを渡す。

「いったいどういうことか説明してください」

　普段は黙っていることの多い旦那様が主導となっていた。

「……はい。情報共有がきちんとできておらず、今回のようなことになってしまいました」

　勝手に図面を変更した、とはあまりにあり得ないことなので言いづらい状況だ。すべて正直に話したらさらに怒りを煽ってしまう可能性がある。──でも、隠し続けるのが正しいことなのかわからない。

　むしろ凛花は正直に、誠実でありたいと思った。

「……以前、部屋数を増やすことについて見積もり内で対応可能だとお伝えしましたが、施工直前に実際は見積もり以上になってしまうことが判明いたしました。その時点で斉藤様に再度確認すべきでしたが、連携がうまくいかず古い図面のまま作業を進めておりました」

　斉藤夫婦の眉根が寄る。自分で説明していてもこれは怒って当然のことだと思った。

「それは……酷いことですよ」

「……はい。大変申し訳ございません。全責任は私にあります」

　慶が勝手にやったこととはいえ、凛花は実際マネージメントができていなかったということだ。忙しさにかまけて細かいサポートをしていなかったのも原因の一つだ。現場を見に行っていればすぐに気づけたかもしれないのに。

「ですが今からでも斉藤様のご希望通りの住宅となるよう精一杯対応させていただきたく思っております。本当に申し訳ありませんでした」

　今はただ謝罪をすることしかできない。

　頭を下げ続けていると、旦那様はため息を吐いた。

「……経緯はわかりました。では部屋数が減るってことですか？」

　今からでも斉藤一家の希望通りにどうにか完成させたい。

「今のままではそうなってしまいますが……今から変更は可能ですか？」

　施工担当者をちらりと見る。彼に同行してもらって助かった。

「基礎はもう完成しているので変更となると組み直しになりますね」

　想定していたことだけれど、担当者からはっきり言われると絶望感が襲う。

　一度組んだ土台がまた最初からやり直しということだ。費用もスケジュールも当然増える。費用は会社で負担するとしても、スケジュールの大幅なズレは斉藤夫妻にも迷惑だ。

「改修費用は弊社で負担いたしますが、スケジュールは一か月ほど後ろ倒しとなってしまいます……」

「それは困ったなあ。こちらもマンション契約や引っ越しがあるので……」

「そう、ですよね」

　沈黙がおとずれる。凛花としても初めての状況にどうしたらいいかわからない。慶は黙ったままだし、部長も具体的な案は出せないだろう。

「ちょっといいですか」

　しばらく沈黙が続いたあと、ずっと黙っていた絢斗が口を開いた。

「こちらは子ども部屋の予定でしょうか？」

「……ええ。そうです。子どもが二人いるので二部屋欲しくて」

　大事な子ども部屋を潰そうとしてしまったのだと胸が痛くなる。

「それでは部屋数は今のままにして、自由に広さを変えることで部屋数を変更できるようにするのはいかがでしょうか」

「どういうことですか？」

「はい。資料が間に合ってなくて申し訳ないのですが……このように」

　と絢斗は持ってきていたタブレットを斉藤夫妻に見せる。

「もともと大きな一部屋だったものを、環境の変化に対応できるよう引き戸のように壁を作ることができる仕組みです。お子さんが小さい間は大きな一部屋にして二人で使用し、お子さまが大きくなって部屋を分けたいとなればそれぞれの個室ができます」

　さすがプロの説明だ。わかりやすく、イメージしやすい。

「……すごいわ」

「良いかもしれないな」

　斉藤夫妻の表情がようやくわずかに明るくなり、絢斗もにこりと微笑む。

「お子さまの成長に合わせて変更できるので、通常の部屋を割り当てるよりもとても良いと思いますよ。ご希望であれば三部屋にすることも可能です」

「費用は……？」

「もちろん足が出た分は弊社で負担させていただきます。スケジュールは今のままで調整できます」

　絢斗が施工担当者と目を合わせると頷き合う。

　絢斗の落ち着いた声に安心したのか、二人はいつもの穏やかな表情に戻り目を合わせる。

「むしろ部屋が固定されてないほうが良いかもしれないな」

「ええ、こちらでぜひお願いします」

「……ありがとうございます。この度は大変ご心配ご迷惑をおかけして、申し訳ございませんでした。具体的なデザインについては本日中に提案させていただきます」

　絢斗のおかげで無事収まりそうで心の中で安堵する。前々から感じていたが、絢斗の機転の早さと提案力には脱帽する。営業としてもこれほどの提案をできるようにならなければいけない。

　慶のほうが営業に向いているのではないかと思っていたが慶は口がうまく適当なだけで、絢斗のほうが信頼できるし営業向きだろう。

「営業の有馬も斉藤様のお宅の完成をとても楽しみにしておりますので、どうか引き続きよろしくお願いいたします」

　絢斗はさらに凛花をフォローしてくれた。彼の優しさに目頭が熱くなる。

「よろしくお願いいたします！」

　何度下げたかわからない頭を再び深く下げる。

「……私も感情的になってしまってすみませんでした。有馬さんがうちのために頑張ってくれているのを知ってたのに家や家族のことを考えるといてもたってもいられなくて……。こちらこそよろしくお願いします」

　旦那様が優しい言葉をかけてくれる。泣いてしまわないようにぐっとこらえる。

「とんでもございません。大切なお宅ですのでお叱りは当然のことです。この度は誠に申し訳ございませんでした。今後このようなことがないように最後までサポートさせていただきます」

　斉藤夫妻の笑顔に救われる気持ちになった。

　無事話がまとまったところで、男の子二人が駆け寄ってくる。

「ねえねえおじちゃんおじちゃん！」

「おー。元気だったか？」

「うん！　お話終わった？　遊ぼうよー！」

　二人の男の子はずっと絢斗と遊びたくてうずうずしていたみたいだ。手には変身ベルトのようなものを持っている。

「……少し、いいですか？」

　謝罪のために訪問しているので絢斗は気まずそうに斉藤夫妻に視線を向けた。

「ええ。ぜひ遊んでやってください」

「ありがとうございます。では少しだけ……」

「やったー！」

　絢斗は子どもたちとリビングの広いスペースへ移動し、ヒーローごっこを始めた。張りつめていたせいか、子どもたちのはしゃぐ声がやけに癒される。それから絢斗の笑顔も。

　絢斗が子どもたちと遊んでいる間、凛花たちは念入りにスケジュールを再確認した。勝手に変えてしまった図面も再度確認してもらい、承諾を得た。

　帰る頃には、ピリピリとした緊張感はなくなり、穏やかな時間が流れていた。




「それでは、失礼いたします」

「ばいばーい！　また遊ぼうねー！」

　深く頭を下げ、子どもたちに手を振り斉藤家をあとにする。

　車に戻ると大きく息を吐いた。ようやくちゃんと呼吸ができている気がした。

「有馬、お疲れ」

　一番最初に、運転席に座っている絢斗が声をかけてくれる。

「都築くんの提案助かったよ。本当にありがとう」

「いえいえ。設計部の責任だから。新しい提案を承諾してもらえてよかった」

「……本当に、どうなることかと思った」

　凛花は酸素が足りず深呼吸をする。結局絢斗に頼ってしまったが、なんとか事なきを得た。奇跡といっても過言ではない。

「大変だったな」

　絢斗がぽんぽんと背中を叩いてくれる。部長や施工担当者も励ましの声をかけてくれた。慶だけは、ずっと黙ったままだった。どう言葉をかけようか悩んでいたら先に絢斗が声をかける。

「上原さん、今回の件は部長に報告済ですので」

「……はい」

　慶の表情は暗い。けれど誰が見ても、彼はやってはいけないことをした。自分のミスを隠すために許可なく図面を変更するなんて、プロ失格だ。反省してもらわなければ困る。




　帰社し、一息ついてから今回の件をまとめていた。

　慶のことは絢斗に任せ、凛花は営業担当として上長にインシデントを報告しなければいけない。起こった事象、対応、改善策を詳細に記載し提出しなければいけないのでなかなかに時間がかかる。

　会社を出たのが夕方だったのですぐに定時になったが、他の仕事も溜まっているのでさっさと片づけるため、残業をすることにした。

　初めての大きなインシデントに肝が冷えた。あの空気は思い出すだけでぞっとする。慶があんなことをするなんて信じられなかったけれど、それよりもフォローしてくれた絢斗のことが頭の中を占めている。

（あの時の都築くん、かっこよかったな……）

　もともと彼の仕事振りは尊敬していたが、ここ最近はその思いが強くなる一方だ。仕事での凛々しい対応とは別に、子どもたちと戯れる姿を見ても胸がときめいた。あんな人と結婚したら幸せそうだ、とまで考えている自分に気づき、ハッとする。

　これも斉藤一家のせいだ。あんなに温かい家庭を見せられて、女性として憧れないわけがない。普段は穏やかな旦那様も、家族のために家のためにあれほど怒っている姿でさえ羨ましかった。

　凛花は温かい家庭を持ちたいと思っていたが、父親のせいで結婚というものには臆病になっている。だから恋人ができてもそれ以上深い関係になるのを恐れ、いつも表面的な関係しか築くことができないでいた。そんな凛花にとって絢斗は気が合い程良い関係だった。

（でも、都築くんだったら……）

　絢斗と一緒にいるのは楽しくて落ち着く。それなのにドキドキすることも多く、刺激がある。なにより彼を尊敬している。

　惹かれている自覚は十分にあった。ただ踏み出す勇気がないだけだ。

「お疲れ」

「っ！」

　ちょうど考えていた絢斗の声がして、びくっと身体が揺れた。彼も残業をしていたらしい。

「あ……お疲れさま。今日は本当にありがとう」

「いいって。今は報告書作成？」

「うん。今日中にまとめておきたくて」

「俺も手伝うから、それ終わったらこれから飲みに行かないか？　疲れただろう」

　本当は今日は仕事を終えたらまっすぐ帰って晩酌でもする予定だった。でも一人でいたら悶々と考え込んでしまいそうだったので、絢斗が誘ってくれてよかった。

「…………行く」

「よし。じゃあはやく報告書終わらせるか」

　絢斗は凛花の隣に座り、一緒に報告書内容について考えてくれた。悩んでいたことも、彼と会話をしているうちに糸口を見つける。ほどほどに時間はかかったが、無事報告書を提出することができた。




「……本当に疲れた」

　いつもの居酒屋が妙に落ち着く。

　乾杯をしたあと深い息を吐きながら凛花は呟き、テーブルに突っ伏した。今日は大変な一日だった。

「お疲れお疲れ」

　絢斗の大きな手が凛花の頭をぽんと優しく叩く。どれだけこの手に救われたかわからない。

「……ありがとう。正直、ショックだった。先輩があんなことするなんて信じられないよ」

「まさか俺もあんなことをしてるとは思わなかったよ。サポートできなくて申し訳ない」

「都築くんは何も悪くないよ」

　サポートするにも限界はあるし、それは凛花にも言えることだ。

「あれから部長に呼び出されたんだけど、上原さんはしばらく謹慎になるらしい」

「……そっか」

　当然といえば当然だろう。ちょっとしたミスではなく、故意でやったことが明らかな、大きな事案。注意程度で済むわけはないのは想定内だ。

「先輩のあんな情けない姿を見ることになるなんて……」

　凛花はグラスを揺らしながら呟く。斉藤家でも一言も言葉を発しなかったしずっとうつむいていた。慶のあんな姿は初めて見た。

「……まだ上原さんのこと好きとか？」

「まさか！　ないない。でも昔尊敬してたのは事実だし、身近な人があんなことするなんて……悲しい」

　尊敬していたのは嘘ではない。再会してから困ることも多かったけれど、同じ仕事仲間としても悲しくて腹立たしい。

「実は上原さん、前の会社でもやらかして自主退職になったらしい」

「そうだったの!?」

「ああ。あまりに過去のこと話したがらないから気になってさ、上原さんがいたメーカーに知り合いがいたから聞いてみたんだ。詳しくは聞いてないけど、大きな設計ミスがあったらしい。だから警戒してたんだけど……図面を勝手に変更するとは思わなかった。甘かったな」

「あんなの誰も想像できないよ」

　大学時代、たった数年の付き合いだったけれど、彼が本当はどういう人か凛花はわかっていなかったみたいだ。前の会社でも故意的なミスを犯して、うちの会社でも。上司の判断によるが、今後この業界にいること自体が難しくなるだろう。

　考えれば考えるほど暗い気持ちになっていく。

「……切り替えよう。今度また博物館行かないか？　今度はちょっと遠出してさ」

「え……あ、うん」

　凛花には、絢斗との問題もある。絢斗はいつも通りであの時のことは口にしない。でも凛花はずっと引っかかっているし、答えは出さなければいけないと思っている。

「ほら、こことか」

　絢斗はあえて明るい口調でスマホを見せてくる。そこには建築ミュージアムの魅力的な写真がずらりと並べられていた。今日は大変なことが起こってしまったが、仕事は大好きだ。知識を増やしたい貪欲さもまだある。

「車で行ってさ、温泉とか入ってゆっくりするのもたまにはいいし」

「……それすごく楽しそう」

　想像するだけで楽しい。考えたこともなかったけれど、絢斗とこうやって遠出をしたり旅行をしたりするのは心が躍る。

　架空の旅行の話で盛り上がっているうちに、凛花は心が回復されていくのを感じていた。




　居酒屋に入って一時間半。途中からは楽しい話題にお酒が進み、三杯程度しか飲んでいないのに、頭がくらくらする。

「……だめだ、今日はお酒が回るみたい」

　凛花は額に手を当て、目をつむる。気持ち悪いほどではないが、これ以上飲むと危ない気がする。

「疲れてるんだろう。送っていくからそろそろ帰るか。明日はゆっくり休めよ」

「う、うん……」

　今日もこのまま帰るつもりらしい。

　凛花も疲れ切っているのでいますぐ家に帰ってベッドに横たわりたい。でもその一方で、絢斗に癒されたいという気持ちも強くなっていた。

　居酒屋を出て冷たい風を浴びる。火照った顔に気持ちがよかった。

「今タクシー捕まえるから、待ってな」

　絢斗は大通りにタクシーを探しに行くが、凛花はとっさに彼のスーツを握っていた。

「ん、どうした？　気持ち悪いか？」

　絢斗の優しい声が心地良い。

「……今日は、行かないの？」

「え？」

　恥ずかしいことを聞いているのは承知の上だ。それでもまだ絢斗といたいという気持ちを抑えられなかった。恐る恐る上目遣いで見上げると、絢斗はわずかに顔を赤くして驚いていた。

「疲れてるだろうと思って……行きたいのか？」

　凛花は黙ったまま頷いた。

　凛花から彼を誘うのは初めてだった。自分から口にするのがこんなにも緊張するとは思わなかった。絢斗はいつもこんな気持ちだったのだろうか。ほんの少しの沈黙ですら怖い。

「……わかった。行こうか」

　少し間があって絢斗が凛花の手を握る。拒否をされなくて心の底からほっとする。

「都築くんははやく帰りたかった？」

「いや。一緒にいたかったよ」

　甘い声に胸がぎゅっと締め付けられた。




「大丈夫か？」

　いつものように気になるラブホテルへ移動し、シャワーを浴びると酔いも覚めた。

「うん、ありがとう。だいぶ楽になった」

「こっち来な」

　大きなソファに座っている絢斗に呼ばれるまま、隣に座ると肩を抱かれる。凛花は彼の肩に頭を乗せた。すると大きな手が凛花の頭を撫でる。心地良さに目を閉じる。

「……このまま寝てもいいからな」

　絢斗の静かな声にうとうととしてくる。でも、今は眠気よりも絢斗に癒されたい。なのに凛花の身体を労わってか絢斗はなかなか手を出してこない。

「……しないの？」

　凛花は痺れを切らし、絢斗を見上げる。

「身体は大丈夫なのか？」

「大丈夫。……したいの」

「……今日は積極的だな。いったいどうしたんだよ」

　自分でも不思議なほど、絢斗を求めている。彼への感情が溢れていた。

　それでもなかなか手を出してこない彼に、凛花からキスをする。ちゅ、と唇がふれるだけのキスだ。すると絢斗は目をまるくしたまま固まった。

「……都築くん？」

　せっかく勇気を出してキスをしたのに無反応は悲しい。

「……それはずるいだろ」

「ひゃっ」

　両手を取られ、ソファに押し倒される。

「こっちは体調悪いかなって心配で我慢してんのに、さっきからなんなんだよ」

　絢斗の口調は明らかに怒っている。

「……ごめんなさい」

　しゅんとする凛花に、絢斗は咄嗟に否定する。

「違う。そうじゃなくて……俺を煽った責任は取ってもらうからな」

「……うん」

　頷くと絢斗が凛花のガウンを脱がす。すると白い素肌と形の良い乳房が露わになった。

「っ……下着つけてないのか」

「だって……」

　すぐにすると思っていたから。

「ほんと俺をどうするつもりだよ」

　絢斗は独り言のようにぽつりと呟く。怒りよりも困惑といった感じだった。

「んっ……」

　凛花の肌を撫でる絢斗の手は乳房を包み、大きく揉みまわし始める。同時に凛花の肌に吸い付く。前につけられたキスマークはうっすらと残っており、上書きするように濃く色づけていった。

「あ、あっ……」

　柔らかく瑞々しい胸が絢斗の手に吸い付く。彼の手の中で形を変え、弄ばれる。やがてぷくりと膨らんだ乳首を指の腹で転がされた。

「……硬くなってる」

「ん、あ、気持ちいい……っ」

　緩急をつけて乳首を揉まれ身悶える。

「ン……」

　肌にキスを落としていた絢斗の唇が乳首にキスをする。舌先でぺろりと舐め、音を立てて吸い上げた。

「んあっ！」

　絢斗の口の中は熱くぬるついていて気持ちがいい。片側の乳首を指先で転がしながら、もう片側の乳首は絢斗の口の中で翻弄される。時折歯を立てられ、刺激に腰が淫らに揺れる。

「あんっ、ん、は、ぁ……」

　両方の乳首を執拗に攻め立てられ、凛花の身体はとろとろに溶かされていく。下腹部は熱が溜まっていく一方だ。

　唇を離し身体を起こした絢斗は、捕食者のように鋭く凛花を見下ろす。

「……やらしすぎだろ」

　絢斗の喉仏が上下する。

「は、ぁ……」

　凛花がくたりとソファに身を預けるとショーツを脱がされ、絢斗の指先が優しく秘部にふれる。蜜を滴らせ濡れそぼっている秘部を確認すると、彼の指は蜜口を撫でながらナカへ入ってくる。

「ん、あ、あぁ……っ」

　柔らかくぬかるんだその場所は絢斗の二本の指を飲み込んでいく。二本の指を、絢斗の熱を挿入している時のように激しく動かされる。

「ひゃ、あっ、んんっ」

「凛花、可愛い……ッ」

　絢斗に名前を呼ばれ、どくんと胸が高鳴る。絢斗に名前を呼ばれることが快感に繋がるなんて知らなかった。

「あ……絢斗……」

「え」

　お返しのように彼の名前を呼ぶと、絢斗は動きを止めて凛花を見つめた。

「……え、あ、ごめん」

　強く反応されると気まずい。聞き流してくれていたほうがよかった。恥ずかしくてたまらない。

「いや、うれしい。もっと呼んでくれ」

　絢斗は照れながら笑う。その顔にきゅんと胸の奥が鳴く。

「んっ、あんっ、やぁ……絢斗も、たくさん呼んで……っ」

　名前を呼ぶたびに凛花自身も高まるのを感じていた。

「うん。凛花……っ、凛花」

「絢斗……、キスして……っ」

「……、いいよ。したいこともっと教えて」

　熱く唇が重なる。求めていたキスに凛花は口を開き舌を絡める。荒々しく求め合っているこの状況にも高揚していた。

「ん、んぅ」

　キスをしながら絢斗の指が内壁をこすり、びくんと腰が跳ねる。二本の指が気持ちいい場所をこすりながら、親指で隠れた花芯を撫でる。

「あ、だめ、んあっ！」

　くちゅくちゅと音を立てて膨らんだ花芯を転がす。その場所にふれられると昇りつめていくのがわかる。絢斗も、凛花を明確に導いていた。

「凛花のいく顔見せて」

　きゅっと花芯を摘まれると、腰のあたりがぞわぞわとして一気に昇り詰める。

「あ……っ、んん──っ！」

　甘い刺激に、凛花は弾けた。

「はぁ……もう限界だ。挿れたい」

　絢斗は凛花のナカに埋めていた指を舐める。扇情的な表情に胸が鳴る。

「後ろ、向いて」

「……うん」

　身体を反転させられ、ソファの背もたれを掴む。こっそりと振り返るとボクサーパンツをずらした絢斗の逞しい剛直が目に入った。びくびくと震えるそれが今からナカに入ってくるのだと思うと呼吸が浅くなる。

　絢斗は凛花の腰を掴み、尻を撫でる。蜜口を開き避妊具をつけた硬いものが押し当てられる。

「んあっ……！」

　屹立が一気にナカへ入ってくる。普通の体勢とはまた違った快感が凛花を包む。

「せま……、気持ちいい……っ」

　絢斗は荒い息を吐きだしながら、すぐに腰を揺さぶり始めた。

「あんっ、あ、ああ」

　肌がぶつかる音と、ぱちゅぱちゅと水音が部屋中に響く。腰を強く掴まれ、背後から激しく穿たれる。

　絢斗の手は凛花の背中を撫で、前に回ってくると揺れる乳房をすくい上げ、両方の乳首を指先で摘む。

「あ、あんっ、やぁっ！」

　いくつもの快感に凛花は身体が弛緩し腕に力が入らない。ソファの背もたれにもたれかかると、ソファと胸の間に絢斗の手が挟まる。揉まれているわけではないのに揺さぶられるたびに彼の手がこすれ快感を生む。

「あ、やぁ、なんかっ」

「腰揺れてる。やらしすぎ」

「気持ち、いいっ」

　みっともないとわかっていながらも腰が勝手に揺れる。気持ちがよくて、さらに快感を求めていた。

「俺で勝手に気持ちよくなってんの？」

「だ、だってぇ……っ」

　手を抜いた絢斗は再び凛花の腰を掴み、奥まで屹立を埋めてぐりぐりと動かす。

「くっ……、凛花が、もっと欲しいっ」

　絢斗に求められることで心が満たされていく。

「あ、ああんッ！」

　ソファという狭い空間で欲望のままに抱き合った。

　何度も絶頂を迎え、濃厚な時間に凛花は絢斗への愛おしさを募らせていた。




　行為が終わったあとも絢斗は凛花を労わってくれた。もう一度シャワーを浴びて、二人並んでベッドに横たわっている。

「身体は大丈夫か？」

「うん……」

　凛花は絢斗の汗ばんだ身体に抱き着く。トクントクンと少し早い心臓の音が聞こえて、耳を澄ます。

「どうした？」

　絢斗の手が凛花をぎゅっと抱きしめる。凛花の胸の音も早くなる。

（……都築くんのこと、好きになってる）

　否定しようにも自分の気持ちは誤魔化しきれない。

　なのにまた、ろくでもない父親の存在が頭に浮かぶ。

　顔はもう覚えていないけれど、幼い頃父に連れられて出かけた先で、見知らぬ女性に会ったことがある。それも一度だけではない。今思えば、凛花を口実に外に出て女性と会っていた最低な父親だった。

　絢斗がそんな人ではないとわかっているが、不安は拭えない。

　結婚を考えずに付き合うだけなら気軽に手を取ればいいのに、凛花にはそれができない。結局別れることになってしまったら、今の関係も台無しになってしまう。そう考えると怖い。

　このまま気楽な関係でいたいというのはワガママだろか。





　＊＊＊






　凛花の様子がおかしい。

　ホテルに誘うのはいつも自分だったのに、今日は違っていた。

　むしろ体調が悪そうだったのではやく家に帰そうと思っていたのに、潤んだ瞳でホテルへ誘われたら我慢ができるわけがなかった。

　ホテルに着いても凛花の体調が心配で様子見をしていたのにキスをされたら理性が崩壊した。

　いつもより甘えている凛花が股間に響き、欲望は膨れ上がるばかりだった。

（……まずい）

　凛花の淫らな姿を思い出すと下腹部がズンと重くなる。だめだ、と思いながらも頭の中は凛花のことしか考えられない。

　あれほど凛花の体調を気にしていたのに結局何度も抱き、今は絢斗の腕の中ですやすやと眠っている。

　今日は大変な一日だったから疲れているだろうに、絢斗の欲望を何度も受け止めてくれた彼女には頭が下がる。でも凛花も、絢斗を求めてくれているのがわかったからこその行為だった。

　凛花の身体は甘く柔らかく、絢斗の欲望を刺激して止まない。

　彼女のサラサラの髪を一束取る。日に日に愛おしくなっているのを感じていた。甘い関係だけではなく、仕事に対する彼女の誠実な姿勢は見習うべきものがあるし、仕事仲間として頼りになる。今まで絢斗の前にこれほど魅力的な女性はいなかった。

　そろそろこの関係をはっきりさせたい。前にデートをした時提案したことをもう一度言うべきか悩んだが、あの時の凛花の顔を思い出しては情けないほど心が挫ける。

　もう一度確認して、断られたらどうすればいいのか。

　大人になって、こんなに憶病になるとは思わなかった。恋愛から逃げてきたツケがここに来て響いている。

（このままの関係を続けていくのも悪くはないのか……？）

　そう考えて一人で首を振った。

　もしまた慶のような人物が現れたらこの関係も危うくなる。悩んでいるうちにも凛花が他の男に獲られでもしたら立ち直ることができない。

　凛花が過去のことで恋愛に臆病になっているのはわかっているので無理強いはしたくないが、彼女を離したくはない。

「……凛花」

　愛おしいこの気持ちが伝わることを願って、寝ている彼女の頬に唇を当てた。







６ 踏み出す気持ち








　凛花は不安になって、仕事の合間を縫ってたびたび斉藤家を見に来ていた。あれから十日ほど経つが、ここに来るのはもう四度目だ。

　少しずつ出来上がっていく家を見ていると感慨深い。まだ完成していないのにこんなに感動してしまうなら、完成した時どうなってしまうんだろう。

「こんにちはー！」

「あ、こんにちは」

　斉藤一家も暇があれば現場を見学しているらしい。チェックをしているわけではなく、初めての一軒家に家族全員が楽しみでしょうがないらしい。

「今日も来てくださっていたんですね」

「ええ。あんなことが起こらないように入念にチェックしようと思いまして」

「ありがとうございます」

　あの日の失敗を繰り返さないように凛花は必要以上に慎重になっていた。一つの契約にこれほどつきっきりになるのはいけないとわかっていても、少し怖い。

「お姉ちゃん、僕たちと遊ぶ？」

　家を見上げていると、男の子たちが凛花のスカートを引っ張る。相変わらず元気な二人に凛花は笑みがこぼれる。

「こら、お姉さんは仕事に来てるのよ」

　遊びたい気持ちはやまやまだが、もうすぐ会社に戻らなくてはいけない。

「ごめんね、今度遊ぼうね。あのおじちゃんも連れてくるから」

　本当は今日一緒に来られたらよかったけれど、絢斗は引き続き別件で忙しいらしい。

「怪獣の!?　やったー！」

　二人ははしゃぎ、走り回る。よほど気に入られてるのだと微笑ましくなる。

「こーら、あんまり走ると転ぶわよ」

　奥さんの話は聞かず子どもたちはぐるぐると同じ場所を回っている。体力が無限にあるのではないかと思うくらいだ。

「男の子二人だと大変そうですね」

「……ええ、旦那も休日は倒れるまで相手されてます。旦那も怪獣役なので」

「怪獣役は大変ですね」

　あの穏やかな旦那様が、と想像すると笑ってしまった。

（やっぱり……家族っていいな）

　斉藤一家を見るたびに『家族』に対しての憧れが強くなっていく。もちろん大変なことも多いだろうし幸せなことばかりではないだろうけれど、今の凛花には輝いて見える。

　諦めたはずの夢を、自分自身に叶えるチャンスはまだ残っているのかな。

　一歩踏み出せば、何かが変わってくれるだろうか。




　会社へ戻ると受付に絢斗がいるのが見えて、ドキッとした。前はなんともなかったのに今では彼の姿を見つけると鼓動が高鳴るようになってしまっていた。重症だ。

　絢斗は受付嬢と話し込んでいるらしく、凛花には気づいていない。

「都築くん、いいかげん合コンセッティングしてよ～」

　受付嬢の高い声はよく通り、凛花の耳にも入る。その話題に立ち止まってしまいそうになったが平静を装う。

「嫌ですよ、なんで俺が」

「だって都築くんかっこいいし、友だちにもハイスぺ多そうだし」

「計算高いなあ」

「ちょっと～」

　受付嬢はきゃっきゃとはしゃいでいる。絢斗は凛花に背を向けているのでどんな顔をしているかはわからないが、話し込んでいるということは嫌ではないのだろう。

「都築くんは彼女いるんだっけ？」

　ドキッとした。彼に彼女がいないのはわかっている。でももしかしたら凛花の存在を『彼女』だということにして断るかもしれない。なんて答えるのか気になって、意識的に歩みが遅くなる。

「……いないですよ」

　絢斗の静かな声に凛花は息を呑む。

　わかっていたはずなのに、ショックを受けていた。自分は絢斗と特別な関係であると自惚れていた。でも結局、仕事仲間でセフレでしかない。

「じゃあちょうどいいじゃん！　一緒に合コン行こ～」

「いや興味無いんで」

「なにそのやる気の無さ！　彼女欲しくないの～？」

　受付の盛り上がっている声を背に、凛花は足早に絢斗を素通りしエレベーターに乗った。まだ胸が動揺で震えている。

（……都築くんに彼女ができる可能性だってあるんだよね……）

　想像していなかったけれど、絢斗が他の女性と恋愛をする可能性もある。考えるだけでぞっとした。

　今の関係を続けていられればいいなんて甘い考えだった自分が恐ろしい。絢斗に恋人ができたら今の関係もままならないというのに。

　凛花はエレベーターの中でスマホを取り出し、絢斗にメッセージを打つ。文面に悩んでいると営業部のフロアに着いた。

　何回も入力しては消してを繰り返し、ようやく完成する。

　──話があるんだけど、今日会えないかな？

　凛花から食事に誘うのも初めてのことだった。やけに緊張して時間がかかりすぎてしまった。

「戻りましたー」

「おかえり～」

　スマホをデスクに置き、ＰＣを起動させる。ちらちらとスマホを見ていると、メッセージの通知が入りすぐにスマホを手に取りメッセージアプリを開く。

　──わかった。いつもの居酒屋で待ってる。

　絢斗の返事にほっとした。

「なに？　男？」

「えっ……！」

　不意打ちの同僚の言葉に大げさに驚いてしまった。凛花の反応にさらに同僚は目を見開く。

「うわあ、凛花が女の顔してる……」

「ちょっとやめてよ！」

「はいはい。がんばってね～」

　それ以上詮索はされず安堵する。相手が絢斗だなんて知られるわけにはいかない。

「有馬さんちょっといいですか？」

「あ、はい！」

　後輩に呼ばれ、動揺を残したまま席を立つ。仕事は山ほどあり取り掛かっているうちに夜のことが頭から離れていく。

　それでもデスクで一人仕事をしているとすぐに夜のことを考えていた。

　自分から誘っておいて、絢斗との約束が近くなるほど気が重くなっていた。絢斗との食事でこんな感情になったことはなかった。

（……なんか、緊張してきたかも）

　気持ちを伝えると決意したはいいが、今さら何を言っているんだと言われたらどうしよう、と悪いパターンばかりが頭の中に浮かぶ。付き合おうかと言われたが好きだとは言われていないし、気が変わっている可能性もなくはない。

　好きだと伝えるのはこんなにも緊張しただろうか、と学生時代の気持ちを思い出していた。

　悶々としている間にも約束の時間が近づき、定時を過ぎると凛花は慌てて営業部フロアを出た。




「あ……」

　会社を出たところで、こちらへ向かってくる慶の姿を見つけ声が漏れた。謹慎だと言っていたけれど、いつの間に復帰していたのだろう。絢斗は何も言っていなかった。

「お疲れ。今帰り？」

　素通りしたかったのに慶に気づかれてしまった。

「はい、お疲れさまです。復帰したんですね」

　こんな時間に会社へ向かっていることを不審に思いながら返事をする。

「ああ。……有馬さん、今回の件は本当に申し訳なかった」

　慶が凛花に頭を下げた。あの日から一度も謝罪はなかったので諦めていたが、さすがに彼なりに思うところはあったのだろう。

「解決したからもういいです。でも今後は絶対にやめてくださいね」

「わかってるよ。ありがとう」

　さすがに反省している様子にほっとする。

「じゃあ、お疲れさまでした」

「あ、待って」

　慶の横を通り過ぎようとすると、手首を掴まれた。強い力にぎょっとする。

「な、なんですか」

　どうしてか、慶に躊躇いなくふれられるのがやけに嫌な感じがする。

「これから飲みに行かないか？」

「……ごめんなさい、先約があるんです」

「都築と？」

　慶の声音が変わる。しかも絢斗は慶の先輩なのに呼び捨てだ。

「上原さんには関係ありません。お疲れさまでした」

「行かせないって」

　慶の手を片方の手で剥がすが、しつこくまた腕を握られる。

「なんですか、離してください」

「またあいつか……。邪魔なんだよな」

　あいつ、なんて先輩に使うような言葉ではない。

「上原さんより年下だけど先輩ですよね。なんてこと言うんですか」

「俺の行動をいちいちチェックしてさ……うざいんだよ」

　慶は舌打ちをした。嫌な雰囲気に、はやくこの場を去りたくてたまらない。それに、絢斗のことを悪く言われ純粋に腹が立っていた。どれだけ迷惑をこうむったのか、慶はわかっていない。

「……それは上原さんの素行に問題があるからではないですか？」

　凛花は慶を睨みつける。ピンチの時に提案をしてくれて、慶をサポートできずに申し訳ないと言った絢斗を守りたかった。

「お前も酷いこと言うねえ。たまにはあいつじゃなくて俺に付き合ってくれてもいいじゃん」

「先約があると言いました」

「だから都築とだろ？」

「同僚と食事に行くだけです」

　絢斗は同僚だ。何も嘘は吐いていない。

「所詮セフレだろ？　たまには俺に時間くれたっていいじゃん」

「なっ……！」

　セフレ、という言葉に身体が熱くなった。二人の関係をなんで知っているのか。

「あ、やっぱ当たりか。ラブホに入ってくの見たんだよね。よりによって俺のミスが発覚したあの日。酷いねえ、俺のことネタにしたセックスは盛り上がった？」

「……っ」

　下世話なことを言われ、カッと頭に血がのぼる。

「最初は付き合ってるのかと思ったけどやっぱ俺の勘は鋭いな。遊ばれてんじゃん凛花」

「……違います」

　絢斗はそんな不誠実な人ではない。最初は確かにそういう関係で始まったが、お互い同意の上だった。

「俺なら身体だけじゃなくて大事にするよ？」

「……浮気したくせに」

　凛花は過去のことを思い返し、呟く。浮気をされてどんなに悲しかったか、慶はまったく想像もできていないのだろう。

「あれは若かったからだって。……なに、そんなにいいの都築のセックス」

「っ！　詮索しないでください。あなたにそんな権利はありません」

　立ち去ろうにも強い力で腕を掴まれていて逃げられない。

「手、離してくださいっ」

「なあ、大学の頃はあんなに従順で可愛かったのに、どうしちゃったんだよ」

「昔の私とは違いますから！」

　誰だってそうだ。若い頃からいろんな経験を重ねて、成長していく。慶にも同じ時間が流れているはずなのに、彼はまるで変わらない。むしろ、後退している気さえする。

「じゃあいいや。……俺ともセフレでいいよ。セックスしようよ」

　とんでもない発言に、ぞわぞわと背筋が凍る。

「気持ち悪いっ！」

　遠慮なく思わず叫び、腕を振り払っていた。その勢いで、手の甲が慶の顔に当たってしまった。

「いてぇっ……」

「あっ……ごめんなさい」

　そこまでするつもりはなかった。頬を押さえて俯く慶を窺っていると、ふいに顔を上げた彼にぎろっと睨まれ、身体が硬直する。

「お前舐めてんの？　さすがに無理だわ」

　慶は強引に凛花の肩を抱き寄せ歩き始める。今までとは比べものにならないくらいの強い力。

「やだ……は、離して」

「いつもどこのラブホ行ってんの？　俺にもそこ教えてよ」

　強引に慶に連れられ、足を進めるしかなくなっていた。徐々に会社から離れていく。

　怖い。気持ち悪い。

　これが彼の本性なのか、変わってしまったのか。凛花の知る慶ではない。軽薄ではあったけれど、引き際はちゃんとしていたはずだった。

「タクシーで行くか」

　会社の目の前の道路で凛花の肩を抱いたまま、慶はタクシーを探し始める。タクシーに乗ってしまったら逃げられなくなる。絶対に嫌だ。暴れている間にも慶はタクシーを捕まえ、目の前で停車する。扉が開き、後部座席に押し込まれそうになる。

「いやっ！　離して！」

「有馬っ！」

　名前を呼ばれ振り返ると、会社から絢斗がこちらへ走ってくるのが見えた。

「……都築くんっ」

　絢斗の顔を見て安堵し、泣きそうに顔を歪める。すると彼も同じように表情を歪めた。

「っ、有馬……」

「あーあ、来ちゃったか」

　息を切らして絢斗が凛花たちの目の前に立つ。肩を抱く慶の手に視線を向け、眉根を寄せた。

「俺はこれから有馬と約束があるんですけど……あんたは何してんですか」

　絢斗の声が鋭く尖っている。

「……ただのセフレには関係ないだろ？」

「っ……」

　絢斗がハッとして、唇を噛む。確かに今の二人の関係に名称をつけるとしたらセフレでしかない。

「セフレ借りるよ。俺も溜まってるんだ」

「いやっ！」

　手を掴まれているとはわけが違う。肩を抱かれ、逃げ場がない。ぐっと慶の手に力が込められる。すると絢斗が迫り、慶の肩を掴んだ。

「……俺の大事な人です。手を離してください」

　絢斗の怒りを孕んだ低い声に、自分に対してではないのに恐怖を感じた。

「お前、邪魔なんだよ……っ！」

「きゃっ」

　凛花は突き飛ばされ、慶が絢斗に殴りかかる。腕を振り上げ、絢斗の顔を殴った。

「都築くん……っ！」

　絢斗は殴られても堂々と立ち、慶を睨みつけた。

「……誘拐に暴力ですか。報告することが増えて助かります」

　絢斗は殴り返すわけでもなく、冷静だった。

「なんだてめぇっ！」

　慶は絢斗の胸倉を掴み、再び殴りかかろうとする。また絢斗が殴れられてしまう。そう思ったら、凛花は身体が勝手に動いていた。

「やめてくださいっ！」

「うわっ」

　恐怖で身体が震えるけれど凛花は横から慶の腕にしがみつく。慶はふらつき、尻餅をついた。

「凛花っ」

　絢斗が凛花に手を差し伸べる。その手を取った時、絢斗の背後から警備員が数名こちらへ走ってくるのが見えた。

「遅くなってしまいすみません！」

　二人の警備員が絢斗に声をかける。

「いえ、この人連れて行ってください。ロビーに社長と設計部部長がいると思うので、彼らへ引き渡してください」

　絢斗がそう言うと屈強な警備員二人が両側から慶を拘束した。

「ちょ、おい！」

　慶が暴れようとしても警備員二人の力は強く、そのまま引きずられるように連れて行かれた。

「有馬、大丈夫か？」

「私は大丈夫。それより、都築くん大丈夫？」

　慶に殴られた頬が少し赤くなっている。凛花は彼の頬に手を伸ばす。

「全然大丈夫。かすっただけだから。それより、凛花が無事でよかった」

　絢斗に強く抱きしめられる。凛花も彼の背中に手を回して、ぎゅっと抱きしめた。

「都築くんが来てくれたからだよ」

　凛花は大きな瞳を涙で潤ませる。

「あのー……乗らないんですか？」

　声のほうを見ると、タクシーの運転手が凛花たちをじろっと見ていた。慶がつかまえたタクシーがまだ待っていてくれたみたいだ。凛花と絢斗は顔を見合わせた。

「あ、えっと乗ります！」

　絢斗は凛花の手を引き、タクシーに乗り込む。ドアが閉まり「行先は？」と冷たく聞かれた。

「乗ったはいいが、どこ行こうか」

　予定していた居酒屋に行くにしても、タクシーを使うほどではない。迷惑をかけたのですぐそこで、とは言いづらかった。それ以外の行先は考えていなかったが、凛花はふと閃いた。

「あの……うち来る？」

「え」

　絢斗がいつ来てもいいように、掃除や片付けは完璧の状態だ。ある意味、前のリベンジを果たしたい。でも驚く絢斗を見ていたら羞恥心が沸いてくる。

「その、一応材料あるし、料理も作れるから……」

　言い訳のように並べ立てる。

「……うん、じゃあそうしよう」

　運転手に凛花の住所を告げ、タクシーはようやく走り出した。運転手のチラチラとした目線を感じ、タクシーの中ではろくな話はできそうもない。でも凛花の手がまだ震えていることに気づいた絢斗は、凛花の手を取りぎゅっと握る。絢斗を見ると優しい視線で励ましてくれているようだった。




「ありがとうございましたー」

　タクシーでは距離がありそこそこの金額になってしまったが、迷惑料としてはちょうど良かった。

　凛花のマンションは十階建てで、部屋はワンルーム。セキュリティはしっかりしているが絢斗の家とは比べものにならないほどの平凡なマンションだ。

「お邪魔します」

「都築くんの部屋よりは狭いけど、どうぞ」

「いや、良いマンションだよ」

　絢斗を中へ招くと、玄関先で絢斗はスマホを取り出した。

「ごめん、ちょっと電話いいかな」

「うん、どうぞ」

　絢斗は玄関先でスマホを耳に当てる。

「……はい、はい。ありがとうございました。よろしくお願いします。詳細は来週……はい」

　彼が電話をしている間に凛花はお湯を用意する。こういう時のためにいろんなお茶を用意したので選び放題だ。

　電話を終えるとキョロキョロとしながら部屋の奥へ入ってくる。

「都築くん、緑茶でいい？」

「うん、ありがとう。電話、部長と警備員の人だった。上原さんの件について」

「……そういえば警備員の人よく気づいてくれたね」

　あの時警備員の二人が来てくれなければ、どうなっていたかわからない。絢斗のことだから慶に負けることはないだろうけれど、慶が何をしでかすかわからなかったので、助かった。

「俺が凛花たちを追いかけてる途中で呼んでおいたんだ。社長と部長も」

「まさか社長まで呼んじゃうなんて……さすが仕事が早いね。事情聴取みたいなものあるの？」

「来週にしてもらった。今は有馬といるほうが大事だし」

　絢斗の優しさが心に沁みる。あんなに怖かったのに、絢斗のおかげで手の震えも収まった。

「怖かったよな。遅くなって悪かった」

「ううん。都築くんまだ会社にいるとは思わなかったし、助かったよ、ありがとう」

「……約束してただろ。会社出る時間が同じくらいだったおかげで助けることができた。本当によかったよ」

　絢斗の手が愛おしげに凛花の頬を撫でる。キスの予感がしたけれどそのまま離れていった。

「……でも、急に来たのに部屋きれいだな。いつもきれいにしてるんだな」

「そ、そうかな？　夕飯、食べたいものある？　お肉もお魚もあるけど……」

　絢斗を部屋に招くために、いつもきれいにしていた。なんて恥ずかしくて言えない。凛花は焦って話をそらす。

「その前に、有馬の話が聞きたいんだけど」

　キッチンに立つ凛花に絢斗が一歩近づく。ドキッとして、凛花は一歩下がる。それを繰り返しているうちに、壁際に追い込まれてしまった。

「えっと……」

「話があるって言ってたよな。俺にとって良い話？　悪い話？　家に連れてきてくれたってことは良い話でいいのか？　俺気になってて午後仕事に集中できなかったんだ」

「ま、待って、近い！」

　凛花は絢斗の胸を押し返す。追い詰めるような距離に心臓が持たない。

「……悪い」

「とりあえず、座って」

　ワンルームの部屋には、ベッド、テーブル、ソファ、テレビと最低限しか置いていない。

　ソファに座ってもらい、冷たい緑茶を出した。凛花は絢斗から少し距離をとって、隣に座る。

「都築くんが前に言ってた話をしようと思って」

「前に言ってたって……もしかして付き合うって話？」

　凛花はこくこくと頷いた。

　突然おとずれた告白のタイミングに、凛花はどう言葉にしたらいいのかぐるぐると考える。口を開いては、閉じるを繰り返していた。すると絢斗のほうが先に言葉を発する。

「……その前に俺からもう一回言わせて」

　真面目な表情に姿勢が伸びる。

「今さらかもしれないけど、有馬のことが好きなんだ。最初はただの仕事仲間で都合の良い関係だったかもしれない。でも今は心から有馬の内側に惹かれてる。仕事に向き合う姿勢も、頑張りすぎるところも、全部好きだ。……俺の恋人になってくれないか」

　まっすぐと真剣な目が凛花を貫く。絢斗からの告白に、胸の中がじんわりと温かくなる。

「……私も、都築くんが好き」

　凛花も彼をまっすぐ見つめながら自然と告げていた。ようやく、自分の気持ちを伝えることができた。絢斗は明らかに安堵した表情を見せる。

「よかった。……お互い恋人はいらないで始まった関係だったから、断られるかと不安だったんだ」

　初めて絢斗の本心を耳にして、同じ気持ちだったのかとほっとする。

「私も、同じこと思ってた。それに、一歩を踏み出すのが怖かったの。付き合ったことで関係が終わったらもう二度と都築くんと一緒にいられないんじゃないかと思って……周りの男性は浮気者が多かったから」

「俺がそんな男に見えるか？」

　絢斗はむすっとして凛花を睨む。凛花が笑いながら首を横に振った。

「最初は軽薄なのかなって思ってたけど、一緒にいたらそういう人じゃないってちゃんとわかったよ。仕事にもちゃんと向き合ってるし気遣ってくれるし、前の父や上原さんとは全然違う」

「当たり前だ。比較相手が悪い」

「そうだね、ごめん」

　絢斗は頬を綻ばせ凛花の頬を手で包んだ。

「好きだよ。俺から離れることは絶対にないから、安心して」

「……うん」

　涙目で頷くと絢斗の唇がふれた。優しく撫でるようにふれ、離れていく。

「凛花……好きだ」

「私、も……ンっ」

　啄むようなキスが何度も繰り返され、徐々に熱が上がっていく。

「んんっ」

　次第に深くなるキスに、凛花は待ったをかける。

「ご、ごはんにする……？」

「あとでいいかな。今は凛花が食べたい」

「……じゃあ、ベッド行く？」

　控えめな提案に、絢斗はすぐに頷いた。







７ 恋人として。








「んっ……」

　狭いシングルベッドで、下着姿の凛花は絢斗の屹立に舌を這わせる。高く反り返った逞しい熱は猛々しく、見ているだけで凛花は下腹部が熱くなる。太腿をこすり合わせながら、口を開き絢斗の先端を招き入れる。

「ぅ、あ……気持ちいい、凛花」

　絢斗の手が伸びてきて凛花の頭を撫でる。彼の反応がうれしくて凛花は懸命に口や顔を動かす。彼のモノを口で扱くたびに硬度が増す。先端からはとろりとした液体が滲み出て、少ししょっぱい。その味すら愛おしくて、凛花は欲望のまま剛直を舐める。

「ン……んっ、ん……ぅ」

　彼に気持ち良くなってほしい一心で顔を上下に動かす。口をすぼめ、緩急をつけて剛直に刺激を与える。

「ぁ、凛花……っ」

　絢斗が恍惚とした声を上げる。けれどすぐに凛花の頭を撫で、制止させた。

「……ありがと、もういいよ」

　絢斗の言葉に性器から口を離し、顔を上げる。絢斗の指先が凛花の口元を拭った。

「いいの？」

「ん。凛花のナカでイキたいから」

　今度は絢斗が凛花をベッドに押し倒した。下着をはぎ取り凛花の脚を広げる。

「お礼」

　いつかのお礼のように、凛花の秘部に顔を埋め、舐め始める。絢斗のモノを舐めながら蜜を溢れさせていたので、快感がまっすぐに襲いかかる。

「ああっ！」

　凛花が高い声を上げ、絢斗は声を潜めた。

「……ここ、壁薄い？」

「あ……ちょっと聞こえちゃう、かも」

　そういえば、どこかの男の人のくしゃみが聞こえてきたことがあった。日常的な生活音が聞こえるほどではないけれど、たまにそういったくしゃみや騒いでる声が聴こえてくることがある。薄くはないが、大きな声は聞こえてしまうこともあり得る。

「じゃあ声我慢な」

「そんなぁっ」

　絢斗は意地悪く微笑み、再び秘部を舐り始める。熱い舌が秘部を丁寧に舐め、蜜を吸い上げる。あんな場所を彼が舐めているのだと考えるだけで、腰が砕けそうになる。

「んっ……ん……」

　手を口元に当て、必死に声を我慢する。声を出したくてたまらないのに我慢しなければいけない現状が興奮材料になっていた。

「声我慢してる顔もやらしい。可愛いよ、凛花」

　ぴちゃぴちゃと音を立てながら秘部を舐る。花芯を唇で挟み吸い上げた瞬間、痺れるような快感が凛花を襲う。

「ん、ゃ、んんっ」

　切羽詰まりわずかに声が洩れ、必死に堪える。絢斗はこの状況を楽しんでいるのか、花芯への刺激をやめてはくれず、むしろさらに強い刺激を与えてくる。ぷくりと赤く膨れた花芯に歯を立てる。

「ぁ、んんっ──！」

　声を我慢しながら絶頂を迎えた。

　凛花がぐったりしている間に絢斗は避妊具を付け、凛花の身体を持ち上げ自分の身体の上に乗せる。

「上、乗れる？」

「ん……」

　横たわる絢斗にまたがり、彼に導かれるままいきり立った先端に蜜口を押し当てる。息を呑み、ゆっくりと腰を落としていく。絢斗とは何度も身体を重ねてきたけれど、初めての体勢だった。

「あ、あ……入ってくる……っ」

「こっからの眺め最高……ぅあ」

　下からじわじわと浸食されていく感覚に腰を反らす。

「は、ぁ……全部、はいった？」

「ん……凛花の中すごいあったかい」

「ぁ、ん……」

　いつもとは違う角度に絢斗の熱がぶつかる。少し動くだけで刺激にぴくぴくと身体が反応してしまう。

「自分で動ける？」

「ん……」

　凛花は絢斗のお腹に手をつき、ゆっくりと腰を揺らす。上からの体勢ではどう動いたらいいかわからないけれど今までの経験から凛花は欲望のままに動いた。

「やらしい……気持ちいよ、凛花」

「んっ、んっ……これ、気持ちいい」

「もっと、自分が気持ちいいように動いていいから」

「ん……」

　難しいことを言う。上に乗った状態で動くのも大変なのに、自由自在に動けるものでもない。それでも気持ちいい場所を探して腰を揺らす。

「ん……ここ、かな」

　絢斗の熱が前のほうへ当たるようにぐりぐりと動かすと気持ちがいい。でも達するほどの大きな刺激ではない。むしろうまく動けずにもどかしさばかりが溜まっていく。

「ぅ、はぁ……」

　絢斗が熱い息を吐いた。

「……ごめん、もうもどかしくて無理」

　絢斗は凛花のお尻を掴み、凛花を無理やり誘導する。

「ひゃぅ！」

　凛花のゆるい動きとは比べものにならないくらいの激しい突き上げに甘い痺れが解放される。

「あ、あんっ、ああ！」

　下から突き上げられると最奥に熱が当たり、待ち望んでいた刺激に凛花は声を我慢することも忘れ高く嬌声を上げていた。

「凛花、声……っ」

「……無理、無理ぃ」

　もう隣に声が聞こえてもいい。我慢するほうがつらい。

「んっ、ああっ、ひゃ、ぅんっ！」

　ぐちゅぐちゅと繋がっている場所からは卑猥な音が響く。体勢的に繋がっている場所が見えて目からも刺激が入ってくる。下では苦しげに眉を潜める絢斗が悩ましげに息を吐く。

「やば、気持ちいい……もう……っ」

　絢斗の手はがつがつと凛花を導き、切羽詰まった息を吐き出す。

「ぁ、く……っ！」

　絢斗が腰を震わせ、凛花の最奥で達した。凛花のナカに勢いよく白い飛沫が弾ける。

「ひゃ、ぁ、あ……！」

　衝動が収まった凛花は疲れ果て、絢斗にしなだれかかる。汗ばんだ肌が密着し鼓動が重なる。

「凛花……キスしたい」

　絢斗は凛花の頬を両手で包み、唇を重ねた。

「ん……絢斗、好き……っ、好き」

　愛おしくてたまらなく、何度も伝えたくなった。凛花も彼の首に腕を絡め、欲望のまま舌を絡める。

「俺も……好きだよ、凛花」

「んぁっ……」

　絢斗の熱はまだ硬度があり、彼が動くと甘く疼く。ゆるゆると腰を動かし始める。

「だめ、またいっちゃうからぁ……」

　凛花は情けない声を上げながらも絢斗に乱されていく。そんな凛花の顔をじっと見つめ、絢斗は目を細める。

「もっと凛花の顔、俺に見せて」

　絢斗の熱い眼差しに釘付けになる。凛花の尻を掴んだまま絢斗は起き上がり、繋がったままくるりと体勢が逆転する。足を大きく開かされると最奥まで届く絢斗の逞しい剛直が突き上げ、凛花を攻め立てる。

「んっ、あ、あぁっ！」

　二人はまた恍惚とした快楽に溺れていく。今までさんざん身体を求め合ったのに、心も通じ合うと快感の度合いがまったく違う。ようやく深く繋がった感覚に時間を忘れ求め合う。




　初めての恋人の夜は、深く長く、夢中でお互いを貪っていた。







８ 恋人の先








　半年後、斉藤一家のマイホームが完成した。

「この度はおめでとうございます！」

「ありがとうございます。引っ越してきたら実感が沸いてきました」

　今日は斉藤一家の引っ越しの日。荷物を運び終え、落ち着いた夕方頃にお祝いをするために凛花と絢斗は尋ねていた。手には大きな花束を持っている。

「私も感動してます……。斉藤様にはご迷惑をおかけしてしまい申し訳ございませんでした。こちらお祝いの花です」

　オレンジ色を中心にした花束を奥さんに手渡す。

「すごくきれい……ありがとうございます。あのことは今考えれば良い思い出ですよ。……よければ中へどうぞ」

「いいんですか？」

「もちろんですよ」

「お邪魔します」

　玄関から、引っ越したばかりの斉藤家へ足を踏み入れる。

「おじちゃんもこっち来いよー！」

「はいはい」

　絢斗は子どもたちに手を引かれ、中へ入っていく。

　マイホーム完成日にもお祝いに訪れていたが、荷物が運ばれたあとの家は生活感があり、違う感動がある。

　リビングは壁の色と家具がマッチしているし、すっきりした空間で過ごしやすそうだ。問題の子ども部屋をのぞかせてもらうと、今はまだ広い一部屋で二段ベッドにおもちゃで遊ぶスペースなど、充実している。一軒家だから男の子たちは下の階を気にすることなく走り回ることができて、楽しそうだ。

「すごく素敵なお家です……」

「有馬さんたちのおかげです」

　奥さんに家の中隅々まで案内してもらった。ここはこだわって造ったところ、ここは予算の都合上工夫したところ、など思い出を辿っていくと感慨深さが増していく。

　家を眺めているだけで胸がいっぱいになる。この家造りに携われることができたのは、誇りだ。

　大きな事案を起こした慶は、あれから結局解雇された。会社からいなくなる直前、上長たちのいるところで呼び出され謝罪をされた。変わってしまった彼を見てなんの感情も生まれなかった。その後、慶はまったく違う業界に転職したらしい。もう二度と会うこともないと思う。

　引っ越し直後に長居するのは邪魔になるだろうから、ぐるりと家を一周してすぐに帰る予定だった。

「お邪魔しました。本当におめでとうございます」

「ありがとう。これからもお仕事がんばってくださいね」

「ありがとうございます！」

　今日で本当に仕事は終わりだ。斉藤一家と会うこともなくなる。そう考えると寂しさが沸き上がってくる。

　家から二人の男の子がバタバタと走ってくる。凛花たちの前に立つと、手に持っていた紙を差し出す。

「お姉ちゃん、お兄ちゃん、ありがとう！」

「え……」

　二人から手渡されたのは、大きな画用紙に描かれた絵だった。真ん中には絢斗らしき男の人と、凛花らしき女の人がニコニコと笑っている。後ろには大きな家だ。下には「ありがとう」と文字が書いてある。

「すごい上手だな。描いてくれたのか？」

　絢斗がしゃがみこみ、絵を手に取る。

「そう！　上手でしょ！」

　えっへん、と聞こえてきそうなほど二人は胸を張っている。

「……本当。ありがとう」

　凛花は涙をぐっとこらえる。ここで泣いてしまったらしんみりとしてしまう。めでたい日にそんな雰囲気にしたくはない。

「それでは、失礼します」

　絢斗に肩を抱かれ、斉藤一家に会釈をした。

「ばいばーい！」

　凛花たちが見えなくなるまで、彼らは手を振って見送ってくれた。




　有馬の車に乗り込むと、我慢していたものが一気に溢れ出す。

「……泣いてる？」

「ごめん。感動しちゃって……」

　一度涙が流れると、ぽろぽろと次々とこぼれていく。斉藤夫妻に出会った時からの思い出がよみがえり、感極まっていた。

「俺も感動したよ。この仕事やっててよかったって思った」

「うん……っ」

　ハンカチを取り出して涙を拭う。横から伸びてきた絢斗の手が凛花の頭を引き寄せ、撫でた。

「俺らも家建てようか」

「……ん。いつかは建てたいよねえ」

　鼻をすすり、息を吐く。あんな家を建てることができたら幸せだろう。そんな日が来るかはわからないが、斉藤一家を見ていたら夢を見ざるを得ない。

「……おい凛花、意味わかってるのか？」

「え、何が？」

「だから、俺たちが結婚するかって話」

「……へ」

　凛花は唖然と絢斗を見る。

「やっぱりわかってなかったか……」

　絢斗は大きくため息を吐いた。

　ゆっくり考えると絢斗の言葉の意味がわかってくる。

「プ、プロポーズくらいちゃんとしてよ……」

　この状況でプロポーズをされるなんて、心構えができていない。凛花は照れ隠しでつい軽口を叩く。

「俺がどれだけ勇気を出したと……」

「……ご、ごめん」

「じゃあちゃんと言うから聞いて」

　絢斗が姿勢を正したので、凛花も姿勢を正し彼を見る。

「凛花……俺と結婚してください」

　緊張気味の絢斗は表情が硬い。それほど真剣さが伝わってきた。

　絢斗とはあれから付き合い始めて、まだ半年。結婚を考えたことがないとはいえないが、まだ現実味はなかった。

　それなのに、プロポーズをされたら迷いなんてなかった。

「……はい。よろしくお願いします」

　今度は別の涙が、凛花の瞳を覆う。

「また泣いた」

　絢斗は笑い、唇で凛花の涙を拭う。

「俺たちだけの家、建てような」

　凛花は何度も頷いた。

　一度は必要のなくなった夢が、形を変えて叶う日が来るとは思わなかった。

　彼と一緒なら、どんな夢も叶えられそうだ。







あとがき








　こんにちは、春はる密みつまつりです。ありがたいことに濃蜜ラブルージュ様で三作目となります。読んでくださりありがとうございました。

　今回はセフレから始まるお話を書かせていただきました。前作が少しエッチシーン控えめにしたので、今回は濃蜜ラブルージュ様らしく、盛り盛りにしよう！と思い割り切った関係の二人にしました。少しでもキュンとしていただけましたら幸いです。

　個人的に、作中の完全に妄想で作った建築カフェは行ってみたいです。




　最後に、引き続き担当様にはお世話になり、ありがとうございました。表紙イラストはまだこれからですが、とても楽しみです！

　そして、あとがきまで読んでくださった方々、ありがとうございます。

　またお会いできますことを願って。






春密まつり
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